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No.495No.495清水わき 心ふれあう 嘉島町

○荒木氏、無投票８選…………②
○町議選、新町議決まる………②
○臨時議会………………………③

主な内容 ○新嘱託員に委嘱………………③
○嘉島町新成人は103人…④～⑤
○嘉島中新生徒会スタート……⑥
○嘉島中生が全国入賞…………⑦
○東小で持久走大会……………⑦
○嘉島幼稚園でマラソン大会…⑧

○町内各地でどんどや…………⑨
○浮島神社の七草がゆまつり…⑨
○一人暮らし高齢者に餅配付…⑩
○西小児童が公共施設見学……⑪
○消防団員募集…………………⑬
○お知らせ情報館…………⑭～⑱

上左：全国入賞した嘉島中
生徒のお弁当

上中：町民会館で開かれた
嘉島町成人式

上右：浮島周辺水辺公園
下左：浮島神社の七草がゆ

まつり
中央：嘉島幼稚園のマラソ

ン大会
下右：東小の持久走大会
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任
期
満
了
に
伴
う
嘉
島
町
長
選

挙
と
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
１

月
27
日
に
告
示
さ
れ
、
町
長
選
挙

は
無
所
属
で
現
職
の
荒
木
泰
臣
氏

の
ほ
か
に
立
候
補
の
届
け
出
は
な

く
、
荒
木
氏
の
無
投
票
で
の
８
選

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
町
議
選
は
、
定
数
11
に
対
し
て

12
人
（
現
職
５
人
、
新
人
７
人
、

い
ず
れ
も
無
所
属
）
が
立
候
補
。

２
月
１
日
に
投
開
票
、
新
議
員
11

人
（
う
ち
新
人
６
人
）
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
投
票
は
午
前
７
時
～
午
後
８
時
、

町
内
４
カ
所
で
、
開
票
は
午
後
９

時
か
ら
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
の
有
権
者
数
は
７
１

９
５
人
（
男
３
４
０
１
人
、
女
３

７
９
４
人
）
で
、
投
票
者
数
は
５

０
２
９
人
（
男
２
３
７
４
人
、
女

２
６
５
５
人
）、
投
票
率
は
69
・

90
％
（
男
69
・
80
％
、
女
69
・

98
％
）
で
し
た
。

荒
木
氏 

無
投
票
８
選

新
議
員
11
人
中
新
人
６
人

町
長
選

町
議
選

　
荒
木
町
長
は
１
月
28
日
、
当
選

後
の
初
登
庁
。
職
員
か
ら
祝
い
の

花
束
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
荒
木
町
長
は
、「
８
期
目
の
無

投
票
当
選
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
事
業
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
認
め
て
い
た
だ
い
た
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。
地
方
創
生
で
地
方
版

総
合
戦
略
の
策
定
を
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
町
民
、
職
員
の
皆
さ

ん
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
一
体
と

な
っ
て
新
た
な
戦
略
を
練
り
、
町

が
さ
ら
に
発
展
で
き
る
よ
う
、「
活

力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
田
園
文

化
都
市
―
住
ん
で
よ
か
っ
た
！
水

の
郷
　
嘉
島
」
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

「
一
層
の
発
展
目
指
す
」

荒
木
町
長
、当
選
後
初
登
庁当選後の初登庁で花束を贈られる荒木町長

嘉
島
町
議
会
議
員
一
般
選
挙　

投
開
票
結
果

（
２
月
１
日
、
得
票
順
。
無
効
票
32
。
敬
称
略
）

鍋な
べ
た田    

平た
い
ら	

64

　無
所
属
・
現

当
選
２
回

郵
便
局
長

上
島
　

川か
わ
の野  

伸し
ん
い
ち一	

51

　無
所
属
・
新

当
選
１
回

農
業下

仲
間
　

富と
み
や
ま山    

勝ま
さ
る	

70

　無
所
属
・
現

当
選
２
回

農
業上

六
嘉
　

境さ
か
い
の野  

隆た
か
ふ
み文	

55

　無
所
属
・
新

当
選
１
回

医
療
法
人

職
員

井
寺
　

川か
わ
か
み上  

國く
に
は
る治	

71

　無
所
属
・
現

当
選
６
回

会
社
員

下
六
嘉
　

木き
の
し
た下    

徹と
お
る	

66

　無
所
属
・
現

当
選
６
回

会
社
員西

村
　

中な
か
つ津  

芳よ
し
は
る春	

63

　無
所
属
・
新

当
選
１
回

農
業

鯰
　

春か
す
が日  

堅け
ん
い
ち一	

49

　無
所
属
・
新

当
選
１
回

無
職

鯰
　

清き
よ
ざ
き﨑  

輝て
る
あ
き昭	

70

　無
所
属
・
新

当
選
１
回

農
業上

仲
間
　

森も
り
た田  

義よ
し
お雄	

66

　無
所
属
・
新

当
選
１
回

無
職北

甘
木
　

宮み
や
も
と本  

睦む
つ
お生	

45

　無
所
属
・
現

当
選
２
回

会
社
役
員

上
島
　

　
嘉
島
町
は
１
月
ま
で
に
、
上
仲

間
区
の
甲
斐
昌
和
さ
ん
と
北
甘
木

区
の
森
嶋
寛
二
さ
ん
を
町
行
政
と

町
民
を
つ
な
ぐ
嘱
託
員
に
委
嘱
し

ま
し
た
。

　
前
任
者
の
辞
職
に
伴
う
も
の
で
、

任
期
は
２
人
と
も
今
年
３
月
末
ま

で
。
嘱
託
員
は
町
内
13
行
政
区
に

各
１
人
、
区
民
か
ら
推
薦
さ
れ
た

方
に
町
が
委
嘱
。
町
の
情
報
を
伝

え
る
ほ
か
、
町
に
対
す
る
町
民
の

皆
さ
ん
の
様
々
な
要
望
を
町
に
伝

え
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
第
１
回
嘉
島
町
議
会

臨
時
会
は
１
月
21
日
開
か
れ
、
町

総
合
運
動
公
園
管
理
棟
の
内
・
外

装
工
事
な
ど
工
事
請
負
契
約
３
件

と
、
町
営
住
宅
修
繕
費
２
０
０
万

円
な
ど
に
予
備
費
を
充
て
る
平
成

26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
総
合
運
動
公
園
管
理
棟
の
契
約

額
は
６
２
２
２
万
９
６
０
０
円
。

他
の
２
件
は
、
上
六
嘉
地
区
の
下

水
道
整
備
の
工
法
変
更
に
よ
り
契

約
額
を
増
額
す
る
契
約
変
更
で
す
。

　
管
理
棟
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
平
屋
建
て
、
総
床
面
積
５
４

４
平
方
㍍
。
管
理
室
や
倉
庫
、
更

衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
ト
イ
レ
の

ほ
か
、
約
40
人
収
容
の
多
目
的
室
、

約
30
人
収
容
の
研
修
室
を
設
備
。

屋
上
に
運
動
公
園
外
周
を
取
り
巻

く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
が
通
り
、
約
40
台
収
容
の

駐
輪
場
も
設
置
し
ま
す
。
完
成
は

今
年
６
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

 

嘱
託
員
委
嘱

　
上
仲
間
・
甲
斐 

昌
和 

さ
ん

　
北
甘
木
・
森
嶋 

寛
二 

さ
ん

　
井
寺
の
河
原
律
子
さ
ん
が
１
月

７
日
、
嘉
島
町
に
自
作
の
油
絵
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　
作
品
は
、
熊
日
の
新
美
術
公
募

展
「
く
ま
も
と
『
描
く
力
』」
グ

ラ
ン
プ
リ
部
門
の
入
選
作
で
、
１

３
０
号
（
１
９
４
㌢
×
１
６
２

㌢
）
の
大
作
。
題
名
は
「
ふ
る

さ
と
」。
河
原
さ
ん
は
「
先
代
の

方
々
が
支
え
て
き
た
嘉
島
町
を
若

い
人
た
ち
に
伝
え
た
い
」
と
約
９

カ
月
を
掛
け
て
制
作
。「
町
が
発

展
し
て
町
民
み
ん
な
が
活
気
づ
く

よ
う
に
」
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ

た
作
品
は
、
町
民
会
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
御
船
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
上

口
孝
男
会
長
、
45
人
）
は
１
月
23

日
、
創
立
45
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
嘉
島
町
に
30
万
円
を

寄
付
し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
青
少
年
健
全
育

成
と
環
境
保
全
を
柱
に
、
高
校
生

留
学
や
小
中
学
生
キ
ャ
ン
プ
、
御

船
川
上
流
の
森
林
保
全
な
ど
の
活

動
を
展
開
。
会
員
が
御
船
、
嘉
島

両
町
に
い
る
た
め
、
５
周
年
ご
と

に
両
町
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　
寄
付
は
、
上
口
会
長
と
藤
木
記

念
大
会
実
行
委
員
長
、
丸
山
幹
事

の
３
人
が
町
長
室
を
訪
問
、
荒
木

町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
嘉
島
町
消
防
団
は
12
月
28
、
29

日
、
火
災
や
犯
罪
か
ら
地
域
住
民

を
守
る
た
め
各
地
区
の
詰
め
所
で

年
末
警
戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
28
日
は
町
長
に
よ
る
巡
視
激
励

が
あ
り
、
詰
め
所
前
に
は
団
員
が

整
列
。
部
長
の
「
た
だ
い
ま
年
末

警
戒
中
、
異
常
あ
り
ま
せ
ん
!!
」

の
気
合
い
の
入
っ
た
報
告
に
、
荒

木
町
長
、
金
澤
団
長
が
激
励
の
言

葉
を
送
り
ま
し
た
。

　
整
列
状
況
、
規
律
動
作
等
に
よ

る
順
位
は
次
の
通
り
で
し
た
。

一
位 

第
一
分
団
第
一
部
（
井
寺
）

二
位 

第
一
分
団
第
二
部（
下
六
嘉
）

三
位 

第
四
分
団
第
三
部（
下
仲
間
）

総
合
運
動
公
園
管
理
棟

内
外
装
工
事
契
約
可
決

北甘木区 
森嶋　寛二さん

上仲間区 
甲斐　昌和さん

議会
平
成
２７
年
第
１
回

嘉
島
町
議
会
臨
時
会

入
選
作
品

「
ふ
る
さ
と
」 

寄
贈

　
井
寺
・
河
原 

律
子 

さ
ん

45
周
年
記
念
で

嘉
島
町
に
寄
付

御
船
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

荒木町長（左から 2 人目）に寄付を渡す
上口会長（同 3 人目）

1 位の第１分団第１部

年
末
警
戒

異
常
な
し
!!

嘉
島
町
消
防
団

候補者名 得票数
当 鍋田　　平 760
当 川上　國治 564
当 清﨑　輝昭 485
当 川野　伸一 460
当 木下　　徹 417
当 森田　義雄 416
当 境野　隆文 403
当 春日　堅一 394
当 富山　　勝 308
当 中津　芳春 304
当 宮本　睦生 293

水野　正身 193

当日有権者数 投票者数 投票率（％）
男 3,401 人 2,374 人 69.80
女 3,794 人 2,655 人 69.98
計 7,195 人 5,029 人 69.90
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員
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嘉
島
町
は
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月
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、
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仲

間
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の
甲
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の
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寛
二
さ
ん
を
町
行
政
と

町
民
を
つ
な
ぐ
嘱
託
員
に
委
嘱
し

ま
し
た
。

　
前
任
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の
辞
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に
伴
う
も
の
で
、

任
期
は
２
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も
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ま
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。
嘱
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は
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に
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、
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か
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薦
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た
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嘱
。
町
の
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伝

え
る
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か
、
町
に
対
す
る
町
民
の

皆
さ
ん
の
様
々
な
要
望
を
町
に
伝

え
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
第
１
回
嘉
島
町
議
会

臨
時
会
は
１
月
21
日
開
か
れ
、
町

総
合
運
動
公
園
管
理
棟
の
内
・
外

装
工
事
な
ど
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事
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負
契
約
３
件

と
、
町
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２
０
０
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ど
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26
年
度
一
般
会
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補
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予
算
を
原
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。
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０
０
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２
件
は
、
上
六
嘉
地
区
の
下

水
道
整
備
の
工
法
変
更
に
よ
り
契

約
額
を
増
額
す
る
契
約
変
更
で
す
。
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４
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収
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収
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コ
ー
ス
が
通
り
、
約
40
台
収
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の
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。
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は

今
年
６
月
ご
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の
予
定
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。

 

嘱
託
員
委
嘱

　
上
仲
間
・
甲
斐 

昌
和 

さ
ん

　
北
甘
木
・
森
嶋 

寛
二 

さ
ん
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日
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の
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を
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し
ま
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た
。
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作
品
は
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町
民
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エ
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ト
ラ
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す
。
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。
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。
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藤
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荒
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町
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。
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。
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仲
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議会
平
成
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第
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回

嘉
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町
議
会
臨
時
会

入
選
作
品

「
ふ
る
さ
と
」 

寄
贈

　
井
寺
・
河
原 

律
子 

さ
ん

45
周
年
記
念
で

嘉
島
町
に
寄
付

御
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

荒木町長（左から 2 人目）に寄付を渡す
上口会長（同 3 人目）

1 位の第１分団第１部

年
末
警
戒

異
常
な
し
!!

嘉
島
町
消
防
団

候補者名 得票数
当 鍋田　　平 760
当 川上　國治 564
当 清﨑　輝昭 485
当 川野　伸一 460
当 木下　　徹 417
当 森田　義雄 416
当 境野　隆文 403
当 春日　堅一 394
当 富山　　勝 308
当 中津　芳春 304
当 宮本　睦生 293

水野　正身 193

当日有権者数 投票者数 投票率（％）
男 3,401 人 2,374 人 69.80
女 3,794 人 2,655 人 69.98
計 7,195 人 5,029 人 69.90



広報かしま2015.2

4

広報かしま 2015.2

5

　
嘉
島
町
の
成
人
式
は
１
月
11

日
、
町
民
会
館
で
初
め
て
開
か
れ
、

来
賓
や
家
族
が
門
出
を
祝
う
な
か
、

華
や
か
な
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ

新
成
人
が
社
会
人
と
し
て
の
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
今

年
の
新
成
人
は
１
０
３
人
（
男
性

54
人
、
女
性
49
人
）。
式
に
は
91
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
　
※
表
紙
参
照

　
荒
木
泰
臣
町
長
は
お
祝
い
の
言

葉
に
加
え
て
、「
あ
ふ
れ
る
情
報

を
見
極
め
、
社
会
の
現
状
を
ど
う

と
ら
え
る
か
。
考
え
判
断
し
行
動

す
る
こ
と
は
、
社
会
人
と
し
て
の

権
利
で
あ
り
義
務
で
す
」
と
社
会

人
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
ま
し
た
。

　
中
林
裕
一
教
育
委
員
は
「
成
人

と
は
自
分
一
人
の
力
で
大
海
原
に

漕
ぎ
出
す
こ
と
。
有
意
義
か
つ
冒

険
心
に
満
ち
た
航
海
に
旅
立
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
木
田
勝
町

議
会
議
長
は
「
本
日
を
契
機
に
、

権
利
と
義
務
を
自
覚
、
精
神
的
に

大
き
く
飛
躍
す
る
節
目
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
」。
松
永
信
也
町
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
長
は
「
民
主

主
義
の
根
幹
は
選
挙
。
地
域
の
た

め
国
の
た
め
、
自
ら
の
未
来
を
託

す
た
め
に
選
挙
権
を
行
使
し
て
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
、
井
手
達

朗
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、
林
田
峻

征
さ
ん
が
交
通
安
全
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
私
た
ち
は
す
で
に
社
会
か
ら

一
人
の
大
人
と
し
て
振
る
舞
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分

は
一
体
何
を
し
て
い
る
の
か
。
何

に
な
り
た
い
の
か
。
今
一
度
自
身

と
じ
っ
く
り
向
き
合
い
、
私
た
ち

自
身
の
目
標
や
目
的
を
確
立
さ
せ

る
こ
と
こ
そ
が
大
人
へ
の
一
歩
で

あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
本
日
を
機
会
に
、
若
々
し
い
旺

盛
な
意
欲
と
果
敢
な
精
神
、
ま
た

他
者
と
助
け
合
う
心
を
併
せ
持
ち
、

地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
大
人
に

な
る
べ
く
精
進
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
。

　
交
通
事
故
の
な
い
、
安

全
で
住
み
よ
い
郷
土
づ
く

り
は
、
嘉
島
町
民
の
心
か

ら
の
願
い
で
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
新
成
人

と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
交
通
安
全
を
自
分
自

身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

「
交
通
ル
ー
ル
」
を
守
り
、

「
交
通
マ
ナ
ー
」
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
車
に
乗

車
す
る
際
、
必
ず
全
て
の

座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
す
る
と
と
も
に
、
飲

酒
運
転
や
暴
走
運
転
な
ど

は
絶
対
に
行
い
ま
せ
ん
。

嘉島東小学校区の皆さん

井手 達朗さん

新
成
人
代
表
謝
辞
（
抜
粋
）

林田 峻征さん

交
通
安
全
宣
言
（
抜
粋
）

祝 成人

門
出
の一歩

１０３人

町
民
会
館
で

初
の
式
典嘉島西小学校区の皆さん

みんな笑顔でピース！ 式場の町民会館前で

肩を組み合って笑顔 スマホでスリーショット 歩きながらでも話がはずむ

式後は家族も交えておしゃべり 式の前は笑顔も緊張も

　
成
人
式
会
場
と
な
っ
た
町
民
会

館
は
１
月
11
日
、
新
成
人
た
ち
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
お
祝
い
の
家
族

や
来
賓
に
も
笑
顔
が
広
が
り
ま
し

た
。
式
の
前
後
は
そ
の
ま
ま
嘉
島

中
の
同
窓
会
。
あ
ち
こ
ち
に
人
の

輪
が
で
き
、
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

あ
ふ
れ
る
笑
顔

町民会館で初めて開かれた成人式
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そ
の
ま
ま
嘉
島

中
の
同
窓
会
。
あ
ち
こ
ち
に
人
の

輪
が
で
き
、
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

あ
ふ
れ
る
笑
顔

町民会館で初めて開かれた成人式
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嘉
島
中
学
校
の
新
生
徒
会
認
証

式
は
12
月
24
日
、
同
中
体
育
館
で

あ
り
、
髙
野
隆
校
長
か
ら
新
三
役

に
、
白
神
嘉
也
新
会
長
か
ら
常
任

委
員
長
に
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
、
新

生
徒
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
白
神
会
長
は
「
一
人
ひ
と
り
が

輝
く
場
を
つ
く
り
た
い
。
み
ん
な

で
嘉
島
中
を
変
え
て
行
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
、
髙
野
校
長
か

ら
は
「
心
を
一
つ
に
新
た
な
嘉
島

中
を
築
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
の

言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
生
徒
会
役
員
は
次
の
通
り
で

す
。
書
記
・
会
計
は
１
年
生
、
他

は
２
年
生
。
敬
称
略
。

【
三
役
】
▽
会
長
　
白
神
　
嘉
也

▽
副
会
長
　
境
　
真
佐
樹
、
家
入

涼
奈
▽
書
記
・
会
計
　
三
善
　
正

太
朗
、
島
﨑
　
彩
花

【
常
任
委
員
長
】
▽
学
級
　
後
藤

歩
実
▽
体
育
　
林
田
　
久
遠
▽
保

健
　
本
田
　
幸
菜
▽
文
化
　
前
田

彩
衣
▽
広
報
　
西
村
　
唯
▽
交
通

宮
村
　
謙
吾
▽
美
化
　
中
山
　
春

音
▽
生
活
　
田
村
　
蓮
汰
▽
給
食

原
田
　
真
幸
▽
図
書
　
森
田
　
敦

也
▽
放
送
　
田
中
　
楓
時

　
嘉
島
東
小
で
1
月
16
日
、
嘉
島

西
小
で
同
26
日
、
租
税
教
室
が
開

か
れ
、
６
年
生
が
社
会
を
支
え
る

税
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
の
主

催
で
、
東
小
で
は
町
税
務
課
の
松

本
課
長
、
西
小
で
は
南
九
州
税
理

士
会
熊
本
西
支
部
の
平
本
和
則
さ

ん
が
講
師
。
児
童
は
学
校
や
コ
ン

ビ
ニ
、
橋
・
公
園
な
ど
の
イ
ラ
ス

ト
を
、
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
か

い
な
い
か
で
分
け
る
ク
イ
ズ
に
挑

戦
。
税
金
が
な
く
な
っ
た
社
会
を

描
い
た
ア
ニ
メ
を
鑑
賞
、
重
さ
約

10
㌔
の
１
億
円
の
レ
プ
リ
カ
も
抱

え
て
「
お
金
の
重
さ
」
を
実
感
し

ま
し
た
。

「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
…
」

嘉
島
中
新
生
徒
会
ス
タ
ー
ト

　
嘉
島
中
学
校
の
女
子
生
徒
３

人
が
１
月
24
・
25
日
、
東
京
で

開
か
れ
た
第
15
回
全
国
中
学
生

創
造
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ

ア
「
あ
な
た
の
た
め
の
お
べ

ん
と
う
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
全

国
農
業
高
等
学
校
長
協
会
賞
」

を
受
賞
、
見
事
入
賞
し
ま
し

た
。
作
品
に
は
嘉
島
の
農
産

品
を
活
用
、「
嘉
島
の
農
業
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
　
※
弁
当
は
表
紙
参
照

　
３
人
は
、
３
年
生
の
永
田
智

愛
さ
ん
と
池
田
有
香
音
さ
ん
、

２
年
生
の
北
岡
奈
々
さ
ん
。
大

会
は
全
日
本
中
学
校
技
術
・
家

庭
科
研
究
会
主
催
で
、
課
題
は

「
魚
を
使
っ
た
調
理
」。
永
田
さ

ん
と
池
田
さ
ん
が
考
え
た
レ
シ

ピ
が
県
大
会
で
代
表
に
選
ば
れ
、

北
岡
さ
ん
も
加
わ
っ
て
レ
シ
ピ

を
改
善
。
20
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
全
国
大
会
に
出
場
、
東
京
の

女
子
栄
養
大
学
で
実
際
に
調
理

し
ま
し
た
。

　
作
品
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
直
伝
！
鮭

の
ハ
ン
バ
ー
グ
」。
嘉
島
産
の

大
豆
や
イ
チ
ゴ
、
ア

イ
コ
ト
マ
ト
も
使
用
。

献
立
に
は
嘉
島
具
飯
、

水
前
寺
菜
の
ナ
ム
ル
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
ソ
ー
ス

な
ど
も
。
イ
チ
ゴ
寒

天
は
水
前
寺
菜
の
ゆ

で
汁
を
寒
天
に
加
え

レ
モ
ン
汁
を
数
滴
落

と
し
て
薄
紫
色
に
す

る
な
ど
彩
り
も
鮮
や

か
で
す
。

　
３
人
は
「
調
理
環

境
が
変
わ
っ
て
大
変

だ
っ
た
け
ど
、
何
と

か
イ
メ
ー
ジ
通
り
に

で
き
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

全
国
中
学
生
お
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル

嘉
島
産
活
用
で
見
事
入
賞

嘉
島
中

　永
田
・
池
田
・
北
岡 

さ
ん

左から、池田さん、永田さん、北岡さん

　
嘉
島
東
小
の
持
久

走
大
会
は
１
月
21
日

に
開
催
。
児
童
は
自

己
記
録
の
更
新
を
目

指
し
て
一
生
懸
命
に

走
り
ま
し
た
。
１
年

生
女
子
の
片
谷
心
春

さ
ん
が
大
会
記
録
を

３
秒
短
縮
す
る
７
分

03
秒
（
１
㌔
）
の
新

記
録
を
出
し
ま
し
た
。

※
表
紙
参
照

　
恒
例
の
冬
の
行
事
。

コ
ー
ス
は
運
動
場
を
一

周
し
て
校
外
を
回
る

１
・
２
年
生
１
㌔
、
３
・

４
年
生
２
㌔
、
５
・
６

年
生
３
㌔
。
児
童
は

３
学
期
が
始
ま
っ
て
練

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
健
康
委
員
会
委
員
長

の
６
年
生
田
口
禅
君

が
「
練
習
の
成
果
を
出

し
て
ベ
ス
ト
を
尽
し
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
、

１
・
２
年
生
か
ら
順
に

男
女
別
に
ス
タ
ー
ト
。

早
く
て
も
遅
く
て
も
児

童
は
一
生
懸
命
。
沿
道

に
に
つ
め
か
け
た
大
勢

の
家
族
か
ら
「
も
う
少

し
」「
が
ん
ば
っ
て
」

と
応
援
を
受
け
な
が
ら
、

力
走
し
て
い
ま
し
た
。

　
嘉
島
西
小
学
校
野
球
部
（
部
員

28
人
）
が
１
月
11
日
、
足
手
荒
神

に
初
詣
祈
願
の
あ
と
ご
み
拾
い
を

し
ま
し
た
。

　
学
校
か
ら
足
手
荒
神
ま
で
走
っ

て
訪
れ
、
祈
願
し
た
あ
と
二
手
に

分
か
れ
、
学
校
ま
で
の
帰
り
道
を

空
き
缶
な
ど
の
ご
み
拾
い
。
部
員

は
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

人
た
ち
へ
の
感
謝
と
恩
返
し
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

ご
み
を
集
め
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、
今
年
の
飛
躍
を
目

指
し
て
練
習
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

初
詣
祈
願
と

　
　

ご
み
拾
い

　
西
小
野
球
部

嘉島中生徒会三役会　中央が白神会長

嘉島中生徒会常任委員長

白
神

新
会
長

　
嘉
島
町
商
工
会
女
性
部
（
上
田
け
い
子
部
長
、

24
人
）
が
１
月
13
日
、
古
ネ
ク
タ
イ
で
長
さ
８

㌢
ほ
ど
の
「
合
格
ト
ン
ボ
」
を
手
作
り
し
、
高

校
受
験
や
進
学
を
控
え
た
嘉
島
中
の
３
年
生
83

人
全
員
に
贈
り
ま
し
た
。
ト
ン
ボ
は
別
名
「
勝

虫
」
前
（
未
来
）
へ
飛
ん
で
後
ろ
（
過
去
）
へ

下
が
ら
な
い
こ
と
か
ら
「
合
格
」
の
思
い
を
託

し
て
い
ま
す
。

　
発
案
し
た
の
は
、
上
田
部
長
。
研
修
で
ト
ン

ボ
の
作
り
方
を
学
び
、
部
員
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。
会
員
や
友
人
た
ち
か
ら
古
ネ
ク
タ
イ

を
譲
り
受
け
、
昨
年
10
月
か

ら
少
し
ず
つ
制
作
。
ネ
ク
タ

イ
を
ほ
ぐ
し
て
洗
い
、
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
仕
上
げ
、
合

格
祈
願
の
絵
馬
の
イ
ラ
ス
ト

と
と
も
に
袋
詰
め
に
し
ま
し

た
。
名
前
は
「
湧
水
ト
ン
ボ
」

で
す
が
、
浮
島
神
社
で
合
格

祈
願
を
済
ま
せ
た
の
で
別
名

「
合
格
ト
ン
ボ
」
で
す
。

　
上
田
部
長
は
嘉
島
中
で
３

年
生
の
学
級
委
員
に
贈
呈
。

岸
久
女
乃
さ
ん
は
「
一
生
懸

命
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
応
援

に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

合格祈願絵馬の 
イラスト入り「合格とんぼ」

3 年生に合格トンボを贈る上田さん（左）

合格トンボで
町商工会女性部制作
嘉島中３年生に贈る

「 合 格 !」

税
の
大
切
さ
学
ぶ

東
・
西
小
で

租
税
教
室

家族の声援の中で力走する児童

ベストを尽くして力走大会新 
も誕生 嘉島東小の持久走大会

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
児
童
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※
表
紙
参
照

　
恒
例
の
冬
の
行
事
。

コ
ー
ス
は
運
動
場
を
一

周
し
て
校
外
を
回
る

１
・
２
年
生
１
㌔
、
３
・

４
年
生
２
㌔
、
５
・
６

年
生
３
㌔
。
児
童
は

３
学
期
が
始
ま
っ
て
練

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
健
康
委
員
会
委
員
長

の
６
年
生
田
口
禅
君

が
「
練
習
の
成
果
を
出

し
て
ベ
ス
ト
を
尽
し
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
、

１
・
２
年
生
か
ら
順
に

男
女
別
に
ス
タ
ー
ト
。

早
く
て
も
遅
く
て
も
児

童
は
一
生
懸
命
。
沿
道

に
に
つ
め
か
け
た
大
勢

の
家
族
か
ら
「
も
う
少

し
」「
が
ん
ば
っ
て
」

と
応
援
を
受
け
な
が
ら
、

力
走
し
て
い
ま
し
た
。

　
嘉
島
西
小
学
校
野
球
部
（
部
員

28
人
）
が
１
月
11
日
、
足
手
荒
神

に
初
詣
祈
願
の
あ
と
ご
み
拾
い
を

し
ま
し
た
。

　
学
校
か
ら
足
手
荒
神
ま
で
走
っ

て
訪
れ
、
祈
願
し
た
あ
と
二
手
に

分
か
れ
、
学
校
ま
で
の
帰
り
道
を

空
き
缶
な
ど
の
ご
み
拾
い
。
部
員

は
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

人
た
ち
へ
の
感
謝
と
恩
返
し
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

ご
み
を
集
め
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、
今
年
の
飛
躍
を
目

指
し
て
練
習
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

初
詣
祈
願
と

　
　

ご
み
拾
い

　
西
小
野
球
部

嘉島中生徒会三役会　中央が白神会長

嘉島中生徒会常任委員長

白
神

新
会
長

　
嘉
島
町
商
工
会
女
性
部
（
上
田
け
い
子
部
長
、

24
人
）
が
１
月
13
日
、
古
ネ
ク
タ
イ
で
長
さ
８

㌢
ほ
ど
の
「
合
格
ト
ン
ボ
」
を
手
作
り
し
、
高

校
受
験
や
進
学
を
控
え
た
嘉
島
中
の
３
年
生
83

人
全
員
に
贈
り
ま
し
た
。
ト
ン
ボ
は
別
名
「
勝

虫
」
前
（
未
来
）
へ
飛
ん
で
後
ろ
（
過
去
）
へ

下
が
ら
な
い
こ
と
か
ら
「
合
格
」
の
思
い
を
託

し
て
い
ま
す
。

　
発
案
し
た
の
は
、
上
田
部
長
。
研
修
で
ト
ン

ボ
の
作
り
方
を
学
び
、
部
員
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。
会
員
や
友
人
た
ち
か
ら
古
ネ
ク
タ
イ

を
譲
り
受
け
、
昨
年
10
月
か

ら
少
し
ず
つ
制
作
。
ネ
ク
タ

イ
を
ほ
ぐ
し
て
洗
い
、
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
仕
上
げ
、
合

格
祈
願
の
絵
馬
の
イ
ラ
ス
ト

と
と
も
に
袋
詰
め
に
し
ま
し

た
。
名
前
は
「
湧
水
ト
ン
ボ
」

で
す
が
、
浮
島
神
社
で
合
格

祈
願
を
済
ま
せ
た
の
で
別
名

「
合
格
ト
ン
ボ
」
で
す
。

　
上
田
部
長
は
嘉
島
中
で
３

年
生
の
学
級
委
員
に
贈
呈
。

岸
久
女
乃
さ
ん
は
「
一
生
懸

命
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
応
援

に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

合格祈願絵馬の 
イラスト入り「合格とんぼ」

3 年生に合格トンボを贈る上田さん（左）

合格トンボで
町商工会女性部制作
嘉島中３年生に贈る

「 合 格 !」

税
の
大
切
さ
学
ぶ

東
・
西
小
で

租
税
教
室

家族の声援の中で力走する児童

ベストを尽くして力走大会新 
も誕生 嘉島東小の持久走大会

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
児
童
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浮
島
神
社
の
恒
例
の
七
草
が
ゆ

ま
つ
り
は
１
月
７
日
。
町
内
外
か

ら
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
大
勢
の

参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
七
草
は
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が

神
社
近
く
で
摘
み
取
り
、
地
元
井

寺
地
区
の
氏
子
た
ち
が
早
朝
か
ら
、

神
社
近
く
の
神
田
で
収
穫
さ
れ
た

赤
米
、
黒
米
な
ど
と
一
緒
に
２
つ

の
大
釜
で
調
理
。
約
９
０
０
人
分

が
1
時
間
余
り
で
な
く
な
り
ま
し

た
。
拝
殿
で
は
小
中
学
生
に
よ
る

乙
女
神
楽
や
、
地
元
の
人
た
ち
で

作
る
雅
奏
会
に
よ
る
雅
楽
の
奉
納

も
あ
り
ま
し
た
。	

※
表
紙
参
照

　
第
39
回
上
益
城
郡
町
対
抗
駅
伝

大
会
は
12
月
21
日
、
御
船
町
役
場

前
ス
タ
ー
ト
、
益
城
町
総
合
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
ゴ
ー
ル
の
８
区

間
37
・
８
㌔
で
行
わ
れ
、
５
町
７

チ
ー
ム
が
参
加
。
嘉
島
町
は
６
位

で
し
た
。

　
開
会
式
で
は
光
橋
達
司
選
手

（
犬
渕
）
が
力
強
く
選
手
宣
誓
。

選
手
は
一
本
の
襷
を
つ
な
ぎ
、
上

益
城
路
を
力
一
杯
走
り
ま
し
た
。

　
嘉
島
幼
稚

園
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
１

月
14
日
に
開

か
れ
、
園
児

た
ち
は
全
員

が
一
生
懸
命

に
最
後
ま
で

完
走
し
ま
し

た
。

　
同
園
の
冬

の
恒
例
行
事

で
、
年
少
の

た
ん
ぽ
ぽ
組

は
園
内
を
、
年
中
の
す
み
れ
組
と
年
長
の
さ
く
ら
組

は
園
庭
か
ら
嘉
島
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
折
り
返
す

コ
ー
ス
。

　
岩
永
園
長
が
「
マ
ラ
ソ
ン
は
き
つ
い
け
ど
、
最
後

ま
で
が
ん
ば
っ
て
」
と
激
励
。
た
ん
ぽ
ぽ
組
か
ら
順

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
転
ん
だ
り
、
泣
き
出
し
た

り
、
園
児
た
ち
は
、
家
族
の
声
援
や
先
生
の
伴
走
を

受
け
て
全
員
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
１
月
３
日
、
嘉
島
中
学
校
で
開

催
。
20
人
余
り
が
参
加
。
４
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　
主
催
は
、
平
成
25
年
に
発
足
し

た
「
ひ
よ
バ
ス
（
チ
ー
ム
嘉
島
）」。

小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
男
女
を

問
わ
ず
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
連
絡
先
ま
で
お
電
話
を
。

〔
練
習
日
〕
▽
社
会
人
・
高
校
生
・

中
学
生
中
心
…
毎
週
水
曜
日
　
20

時
～
22
時
　
嘉
島
中
学
校
で

▽
キ
ッ
ズ
＆
ミ
ニ
…
隔
週
土
曜
日

か
金
曜
日
　
20
時
～
21
時
　
嘉
島

西
小
学
校
か
嘉
島
東
小
学
校
で

〔
連
絡
先
〕
▽
穴
井
０
８
０–

１
７

１
８–

０
１
６
８
▽
日
吉
０
９
０–

２
５
８
１–

３
９
１
２

健
闘
… 
６
位

第
39
回
上
益
城
郡

町
対
抗
駅
伝
大
会

　
嘉
島
町
内
の
各
地
区
で
１
月
11

日
、
正
月
の
伝
統
行
事
・
ど
ん
ど

や
が
行
わ
れ
、
正
月
の
松
飾
り
や

し
め
縄
な
ど
を
火
に
投
じ
、
餅
を

焼
く
な
ど
し
て
１
年
間
の
無
病
息

災
・
五
穀
豊
穣
を
願
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
会
や
親
子
会
を
中
心
に

地
区
や
消
防
団
、
隣
組
単
位
な
ど

で
実
施
。
火
を
付
け
ら
れ
た
や
ぐ

ら
は
数
分

で
炎
に
包

ま
れ
、
火

が
弱
ま
る

と
、
餅
焼

き
の
ほ
か

カ
ッ
ポ
酒

を
楽
し
む

人
も
。
子

ど
も
た
ち

の
歓
声
や

大
人
た
ち

の
笑
い
声

が
広
が
っ

て
い
ま
し

た
。

光橋選手の宣誓嘉島町チーム

　
12
月
14
日
、
嘉
島
中
学
校
体
育

館
で
開
催
。
13
チ
ー
ム
（
う
ち
女

子
４
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

○
一
般
▽
優
勝
　
土
曜
会
Ｃ
▽
準

優
勝
　
球
友
会
Ｂ
▽
第
３
位
　
Ｍ

Ｋ
５
▽
敢
闘
賞
　
球
友
会
Ａ

○
女
子
▽
優
勝
　
ク
レ
ー
ル
Ｂ
▽

準
優
勝
　
セ
レ
ブ
ー
Ａ
▽
第
３
位
　

ク
レ
ー
ル
Ａ

　
次
回
は
２
月
22
日（
日
）開
催
予

定
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
事
務
局
の
矢
野（
☎・

FA
X

２
３
５–

６
５
５
６
、
メ
ー
ル

kashim
a.bbva@

gm
ail.com

）
へ
。

一般　土曜会 C 女子　クレール B

町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

協
会
12
月
大
会

新
春
バ
ス
ケ
会

元気いっぱい、一生懸命に走る園児たち 一斉にスタートする園児たち

「一生懸命走ったよ」全員 
完走

嘉島幼稚園マラソン大会

広
い
田
ん
ぼ
の
中
で
ど
ん
ど
や
（
上
仲
間
）

勢いよく上がる炎（上六嘉） 焼き餅を食べる子どもたち（上六嘉） おき火で餅焼き（井寺）

ど
ん

 

ど
や

七
草
が
ゆ

　
　浮
島
神
社

くまモンも登場 双子も あ～ん 列ができた七草がゆの振る舞い

七
草
が
ゆ
は
２
つ
の
大
釜
で
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社
の
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が
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７
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無
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息
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の
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、
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、
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、
５
町
７

チ
ー
ム
が
参
加
。
嘉
島
町
は
６
位

で
し
た
。

　
開
会
式
で
は
光
橋
達
司
選
手

（
犬
渕
）
が
力
強
く
選
手
宣
誓
。

選
手
は
一
本
の
襷
を
つ
な
ぎ
、
上

益
城
路
を
力
一
杯
走
り
ま
し
た
。

　
嘉
島
幼
稚

園
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
１

月
14
日
に
開

か
れ
、
園
児

た
ち
は
全
員

が
一
生
懸
命

に
最
後
ま
で

完
走
し
ま
し

た
。

　
同
園
の
冬

の
恒
例
行
事

で
、
年
少
の

た
ん
ぽ
ぽ
組

は
園
内
を
、
年
中
の
す
み
れ
組
と
年
長
の
さ
く
ら
組

は
園
庭
か
ら
嘉
島
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
折
り
返
す

コ
ー
ス
。

　
岩
永
園
長
が
「
マ
ラ
ソ
ン
は
き
つ
い
け
ど
、
最
後

ま
で
が
ん
ば
っ
て
」
と
激
励
。
た
ん
ぽ
ぽ
組
か
ら
順

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
転
ん
だ
り
、
泣
き
出
し
た

り
、
園
児
た
ち
は
、
家
族
の
声
援
や
先
生
の
伴
走
を

受
け
て
全
員
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
１
月
３
日
、
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で
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優
勝
　
ク
レ
ー
ル
Ｂ
▽

準
優
勝
　
セ
レ
ブ
ー
Ａ
▽
第
３
位
　

ク
レ
ー
ル
Ａ

　
次
回
は
２
月
22
日（
日
）開
催
予

定
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
事
務
局
の
矢
野（
☎・

FA
X

２
３
５–

６
５
５
６
、
メ
ー
ル

kashim
a.bbva@

gm
ail.com

）
へ
。

一般　土曜会 C 女子　クレール B

町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

協
会
12
月
大
会

新
春
バ
ス
ケ
会

元気いっぱい、一生懸命に走る園児たち 一斉にスタートする園児たち

「一生懸命走ったよ」全員 
完走

嘉島幼稚園マラソン大会

広
い
田
ん
ぼ
の
中
で
ど
ん
ど
や
（
上
仲
間
）

勢いよく上がる炎（上六嘉） 焼き餅を食べる子どもたち（上六嘉） おき火で餅焼き（井寺）

ど
ん

 
ど
や

七
草
が
ゆ

　
　浮
島
神
社

くまモンも登場 双子も あ～ん 列ができた七草がゆの振る舞い

七
草
が
ゆ
は
２
つ
の
大
釜
で
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嘉
島
西
小
２
年
生
83
人
が
１
月
29
日
、

町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
、
町
民
会
館
、
町
役

場
を
見
学
し
ま
し
た
。
生
活
科
の
「
町

の
施
設
を
見
よ
う
」
と
い
う
校
外
学
習
で
、

児
童
の
関
心
は
高
く
、
職
員
に
質
問
を
浴

び
せ
て
い
ま
し
た
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
量
の
白
菜
や

ホ
ウ
レ
ン
草
、
大
き
な
釜
や
し
ゃ
も
じ
に

び
っ
く
り
。
毎
日
10
人
の
調
理
員
が
幼
稚

園
と
小
中
学
校
の
約
９
４
０
人
分
の
給
食

を
作
っ
て
い
る
こ
と
。「
お
い
し
く
食
べ
て

大
き
く
成
長
し
て
」
と
願
っ
て
、
１
回
の

給
食
で
米
68
㌔
を
11
個
の

釜
で
炊
き
、
安
全
安
心
の
た

め
に
野
菜
は
３
回
洗
っ
て
い

る
こ
と
。
調
理
員
も
健
康
に

注
意
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は

「
一
生
懸
命
作
っ
て
く
れ
る

の
で
、
残
さ
ず
食
べ
ま
す
」

と
の
声
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
児
童
は
先
生
に
引
率
さ
れ

て
路
線
バ
ス
を
利
用
。
町
民

会
館
で
は
５
０
０
人
収
容
の

ホ
ー
ル
や
楽
屋
、
役
場
で
は

町
議
会
議
場
や
各
課
の
窓
口

を
見
学
。
そ
れ
ぞ
れ
職
員
の

説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　
東
海
大
学
の
山
田
清
志
学
長
が

12
月
20
日
、
嘉
島
町
上
島
の
松
前

重
義
記
念
館
を
初
め
て
訪
れ
、
同

大
Ｏ
Ｂ
の
荒
木
町
長
と
歓
談
し
ま

し
た
。

　
山
田
学
長
は
昨
年
10
月
、
学
長

に
就
任
。
東
海
大
学
を
創
立
し
た
、

嘉
島
町
出
身
で
町
唯
一
の
名
誉
町

民
で
あ
る
松
前
重
義
博
士
の
記
念

館
訪
問
は
念
願
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

荒
木
町
長
は
東
海
大
付
属
第
二
高

校
（
現
・
星
翔
高
校
）
の
２
期
生

で
、
東
海
大
学
の
昭
和
44
年
卒
業

生
で
す
。

　
学
長
は
「
昔
（
大
学
創
立
当

時
）
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
、

も
う
１
回
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と

が
必
要
。
こ
こ
に
来
る
と
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
が
す
る
」
と
来
館

の
感
想
。
東
海
大
チ
ー
ム
が
２
年

ぶ
り
に
出
場
す
る
箱
根
駅

伝
へ
の
期
待
（
結
果
は
８

位
入
賞
）
や
、
町
長
が
学

ん
だ
湘
南
校
舎
の
現
在
の

様
子
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　
町
長
は
、
大
学
で
の
思

い
出
や
、
昭
和
63
年
に
開

館
し
た
記
念
館
建
設
の
経

過
、
開
館
時
や
名
誉
町
民

顕
彰
の
こ
ろ
の
松
前
博
士

と
の
交
流
、
松
前
博
士
の

故
郷
へ
の
思
い
な
ど
を
話

し
、
学
長
か
ら
は
「
学
生

や
教
職
員
に
重
義
先
生
の

話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
要
望
も
出
て
い
ま
し
た
。

松前博士の銅像と、荒木町長（左）、山田学長

かしま太鼓と必由館高の合同演奏

松
前
博
士
の
思
い
出
語
る

山
田
東
海
大
学
長

荒
木
町
長

　歓
談

中山さん（左）に餅を届ける本多さん

高齢者にお餅一人
暮らし

町社協、相談委員通し配布

　
嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
12
月
25

日
、
高
齢
者
相
談
・
地
域
福
祉
委
員
を

通
し
て
、
町
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
約
１
８
０
人
に
、
お
正
月
用
の
餅
を

配
り
ま
し
た
。

　
町
社
協
は
毎
年
、
お
餅
の
ほ
か
に
、

２
月
に
は
節
句
の
菱
（
ひ
し
）
餅
と
あ

ら
れ
、
９
月
に
は
石
け
ん
を
配
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
・
地
域
福
祉
委
員
は
町

社
協
が
地
区
ご
と
に
18
人
に
委
嘱
し
て

い
ま
す
。

　
上
仲
間
の
本
多
洋
子
さ
ん
は
中
山
靜

子
さ
ん
方
を
訪
問
。
中
山
さ
ん
は
詩
吟

や
カ
ラ
オ
ケ
が
楽
し
み
。
近
く
に
娘
さ

ん
夫
婦
が
住
み
、
こ
の
日
も
小
学
生
の

お
孫
さ
ん
た
ち
で
に
ぎ
や
か
な
中
、
笑

顔
で
お
餅
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

かしま太鼓第７回定期発表会

　
か
し
ま
太
鼓
保
存
会
の
第
７
回
定
期

発
表
会
は
12
月
23
日
、
嘉
島
町
民
会
館

で
開
催
。
２
年
ぶ
り
に
必
由
館
高
校
を

迎
え
、
力
強
い
バ
チ
さ
ば
き
で
心
に
響

く
演
奏
を
披
露
、
ホ
ー
ル
は
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
保
存
会
は
約
40
人
、
必
由
館
高
は
約

50
人
。
発
表
は
２
部
構
成
。
第
１
部

は
、
か
し
ま
太
鼓
が
「
舞
」
を
皮
切
り

に
、
水
の
郷
か
し
ま
を
思
わ
せ
る
「
湧

嘉
島
」
な
ど
８
曲
。
第
２
部
は
、
必
由

館
高
が
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
で
も
披

露
し
た
「
肥
後
の
鼓
舞
」
な
ど
６
曲
を

披
露
し
ま
し
た
。
最
後
は
あ
わ
せ
て
約

50
人
に
よ
る
合
同
演
奏
で
「
肥
後
大
地

の
詩
」。
訪
れ
た
人
た
ち
は
力
強
い
中

に
も
優
雅
な
太
鼓
の
余
韻
に
浸
っ
て
い

ま
し
た
。

給食が調理されるのを見学する児童

役場の窓口を見学する児童

大
量
の
野
菜
や
大
釜
に
び
っ
く
り

町
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
見
学

嘉
島
西
小
２
年
生

　
御
船
保
健
所
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

地
元
消
費
者
代
表
６
人
が
12
月
17

日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
一
日

食
品
衛
生
監
視
員
と
し
て
巡
回
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　「
食
の
安
全
安
心
の
た
め
の
基

本
方
針
」
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

県
の
担
当
者
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
と
食

品
衛
生
法
に
よ
る
食
品
表
示
の
違

い
や
賞
味
期
限
と
消
費
期
限
の
違

い
な
ど
の
講
習
を
受
け
、
上
益
城

地
区
食
品
衛
生
協
会
と
連
携
し
て

巡
回
、
監
視
し
ま
し
た
。

　
監
視
員
た
ち
は
一
つ
一
つ
を
手

に
取
り
、
原
材
料
名
や
原
産
地
、

ア
レ
ル
ギ
ー
、
食
品
添
加
物
な
ど

が
分
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
て
い

る
か
入
念
に
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

一
日
食
品
衛
生
監
視

消
費
者
代
表
が
巡
回

　
町
地
域
婦
人
会
は
12
月
11
日
、

和
食
文
化
継
承
の
料
理
講
習
会
を

町
民
会
館
で
開
催
。
20
代
か
ら
60

代
ま
で
22
人
が
参
加
。
ふ
ろ
ふ
き

大
根
や
魚
煮
付
け
、
か
ぶ
の
菊
花

つ
け
、
旭
巻
き
を
作
り
ま
し
た
。

和
食
文
化
継
承

町
婦
人
会
講
習
会

下六嘉の六地蔵
　
光
恩
寺
の
西
の
道
沿
い
に
あ
り

ま
す
。
嘉
島
町
誌
に
よ
る
と
、
非

業
の
死
を
遂
げ
た
父
の
菩
提
を
弔

う
た
め
、
放
牛
が
享
保
年
間
に
建

立
し
た
１
０
３
体
目
の
地
蔵
。
仏

像
の
左
右
に
「
處
繁
盛
・
五
穀
成

熟
・
百
三
体
願
主
放
牛
・
壬
子
四

月
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
下
六
嘉
橋
際
に
あ
り
、
六
角
柱

の
石
に
六
体
の
地
蔵
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
嘉
島
町
誌
に
は
、
地
蔵

は
六
道
（
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、

修
羅
、
人
間
、
天
上
）
の
輪
廻
に

苦
し
む
衆
生
を
救
う
た
め
、
６
体

に
分
身
し
て
各
道
に
向
か
う
と
考

え
ら
れ
て
い
た
、
と
い
い
ま
す
。

鯰の放牛地蔵

力強く心に響く
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嘉
島
西
小
２
年
生
83
人
が
１
月
29
日
、

町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
、
町
民
会
館
、
町
役

場
を
見
学
し
ま
し
た
。
生
活
科
の
「
町

の
施
設
を
見
よ
う
」
と
い
う
校
外
学
習
で
、

児
童
の
関
心
は
高
く
、
職
員
に
質
問
を
浴

び
せ
て
い
ま
し
た
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
量
の
白
菜
や

ホ
ウ
レ
ン
草
、
大
き
な
釜
や
し
ゃ
も
じ
に
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っ
く
り
。
毎
日
10
人
の
調
理
員
が
幼
稚

園
と
小
中
学
校
の
約
９
４
０
人
分
の
給
食

を
作
っ
て
い
る
こ
と
。「
お
い
し
く
食
べ
て

大
き
く
成
長
し
て
」
と
願
っ
て
、
１
回
の

給
食
で
米
68
㌔
を
11
個
の

釜
で
炊
き
、
安
全
安
心
の
た

め
に
野
菜
は
３
回
洗
っ
て
い

る
こ
と
。
調
理
員
も
健
康
に

注
意
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は

「
一
生
懸
命
作
っ
て
く
れ
る

の
で
、
残
さ
ず
食
べ
ま
す
」

と
の
声
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
児
童
は
先
生
に
引
率
さ
れ

て
路
線
バ
ス
を
利
用
。
町
民

会
館
で
は
５
０
０
人
収
容
の

ホ
ー
ル
や
楽
屋
、
役
場
で
は

町
議
会
議
場
や
各
課
の
窓
口

を
見
学
。
そ
れ
ぞ
れ
職
員
の

説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　
東
海
大
学
の
山
田
清
志
学
長
が

12
月
20
日
、
嘉
島
町
上
島
の
松
前

重
義
記
念
館
を
初
め
て
訪
れ
、
同

大
Ｏ
Ｂ
の
荒
木
町
長
と
歓
談
し
ま

し
た
。

　
山
田
学
長
は
昨
年
10
月
、
学
長

に
就
任
。
東
海
大
学
を
創
立
し
た
、

嘉
島
町
出
身
で
町
唯
一
の
名
誉
町

民
で
あ
る
松
前
重
義
博
士
の
記
念

館
訪
問
は
念
願
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

荒
木
町
長
は
東
海
大
付
属
第
二
高

校
（
現
・
星
翔
高
校
）
の
２
期
生

で
、
東
海
大
学
の
昭
和
44
年
卒
業

生
で
す
。

　
学
長
は
「
昔
（
大
学
創
立
当

時
）
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
、

も
う
１
回
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と

が
必
要
。
こ
こ
に
来
る
と
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
が
す
る
」
と
来
館

の
感
想
。
東
海
大
チ
ー
ム
が
２
年

ぶ
り
に
出
場
す
る
箱
根
駅

伝
へ
の
期
待
（
結
果
は
８

位
入
賞
）
や
、
町
長
が
学

ん
だ
湘
南
校
舎
の
現
在
の

様
子
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　
町
長
は
、
大
学
で
の
思

い
出
や
、
昭
和
63
年
に
開

館
し
た
記
念
館
建
設
の
経

過
、
開
館
時
や
名
誉
町
民

顕
彰
の
こ
ろ
の
松
前
博
士

と
の
交
流
、
松
前
博
士
の

故
郷
へ
の
思
い
な
ど
を
話

し
、
学
長
か
ら
は
「
学
生

や
教
職
員
に
重
義
先
生
の

話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
要
望
も
出
て
い
ま
し
た
。

松前博士の銅像と、荒木町長（左）、山田学長

かしま太鼓と必由館高の合同演奏

松
前
博
士
の
思
い
出
語
る

山
田
東
海
大
学
長

荒
木
町
長

　歓
談

中山さん（左）に餅を届ける本多さん

高齢者にお餅一人
暮らし

町社協、相談委員通し配布

　
嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
12
月
25

日
、
高
齢
者
相
談
・
地
域
福
祉
委
員
を

通
し
て
、
町
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
約
１
８
０
人
に
、
お
正
月
用
の
餅
を

配
り
ま
し
た
。

　
町
社
協
は
毎
年
、
お
餅
の
ほ
か
に
、

２
月
に
は
節
句
の
菱
（
ひ
し
）
餅
と
あ

ら
れ
、
９
月
に
は
石
け
ん
を
配
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
・
地
域
福
祉
委
員
は
町

社
協
が
地
区
ご
と
に
18
人
に
委
嘱
し
て

い
ま
す
。

　
上
仲
間
の
本
多
洋
子
さ
ん
は
中
山
靜

子
さ
ん
方
を
訪
問
。
中
山
さ
ん
は
詩
吟

や
カ
ラ
オ
ケ
が
楽
し
み
。
近
く
に
娘
さ

ん
夫
婦
が
住
み
、
こ
の
日
も
小
学
生
の

お
孫
さ
ん
た
ち
で
に
ぎ
や
か
な
中
、
笑

顔
で
お
餅
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

かしま太鼓第７回定期発表会

　
か
し
ま
太
鼓
保
存
会
の
第
７
回
定
期

発
表
会
は
12
月
23
日
、
嘉
島
町
民
会
館

で
開
催
。
２
年
ぶ
り
に
必
由
館
高
校
を

迎
え
、
力
強
い
バ
チ
さ
ば
き
で
心
に
響

く
演
奏
を
披
露
、
ホ
ー
ル
は
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
保
存
会
は
約
40
人
、
必
由
館
高
は
約

50
人
。
発
表
は
２
部
構
成
。
第
１
部

は
、
か
し
ま
太
鼓
が
「
舞
」
を
皮
切
り

に
、
水
の
郷
か
し
ま
を
思
わ
せ
る
「
湧

嘉
島
」
な
ど
８
曲
。
第
２
部
は
、
必
由

館
高
が
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
で
も
披

露
し
た
「
肥
後
の
鼓
舞
」
な
ど
６
曲
を

披
露
し
ま
し
た
。
最
後
は
あ
わ
せ
て
約

50
人
に
よ
る
合
同
演
奏
で
「
肥
後
大
地

の
詩
」。
訪
れ
た
人
た
ち
は
力
強
い
中

に
も
優
雅
な
太
鼓
の
余
韻
に
浸
っ
て
い

ま
し
た
。

給食が調理されるのを見学する児童

役場の窓口を見学する児童

大
量
の
野
菜
や
大
釜
に
び
っ
く
り

町
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
見
学

嘉
島
西
小
２
年
生

　
御
船
保
健
所
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

地
元
消
費
者
代
表
６
人
が
12
月
17

日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
一
日

食
品
衛
生
監
視
員
と
し
て
巡
回
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　「
食
の
安
全
安
心
の
た
め
の
基

本
方
針
」
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

県
の
担
当
者
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
と
食

品
衛
生
法
に
よ
る
食
品
表
示
の
違

い
や
賞
味
期
限
と
消
費
期
限
の
違

い
な
ど
の
講
習
を
受
け
、
上
益
城

地
区
食
品
衛
生
協
会
と
連
携
し
て

巡
回
、
監
視
し
ま
し
た
。

　
監
視
員
た
ち
は
一
つ
一
つ
を
手

に
取
り
、
原
材
料
名
や
原
産
地
、

ア
レ
ル
ギ
ー
、
食
品
添
加
物
な
ど

が
分
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
て
い

る
か
入
念
に
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

一
日
食
品
衛
生
監
視

消
費
者
代
表
が
巡
回

　
町
地
域
婦
人
会
は
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月
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日
、

和
食
文
化
継
承
の
料
理
講
習
会
を

町
民
会
館
で
開
催
。
20
代
か
ら
60

代
ま
で
22
人
が
参
加
。
ふ
ろ
ふ
き

大
根
や
魚
煮
付
け
、
か
ぶ
の
菊
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つ
け
、
旭
巻
き
を
作
り
ま
し
た
。

和
食
文
化
継
承

町
婦
人
会
講
習
会

下六嘉の六地蔵
　
光
恩
寺
の
西
の
道
沿
い
に
あ
り

ま
す
。
嘉
島
町
誌
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る
と
、
非

業
の
死
を
遂
げ
た
父
の
菩
提
を
弔

う
た
め
、
放
牛
が
享
保
年
間
に
建

立
し
た
１
０
３
体
目
の
地
蔵
。
仏

像
の
左
右
に
「
處
繁
盛
・
五
穀
成

熟
・
百
三
体
願
主
放
牛
・
壬
子
四

月
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
下
六
嘉
橋
際
に
あ
り
、
六
角
柱

の
石
に
六
体
の
地
蔵
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
嘉
島
町
誌
に
は
、
地
蔵

は
六
道
（
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、

修
羅
、
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の
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苦
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救
う
た
め
、
６
体

に
分
身
し
て
各
道
に
向
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と
考

え
ら
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て
い
た
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と
い
い
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。

鯰の放牛地蔵

力強く心に響く
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《
２
～
３
月
の
休
館
日
》

２
月
　
16
、
23
日

３
月
　
２
、
９
、
16
、
23
、
30
日

※	

休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
は
利
用
で
き
ま
す
。

《
お
は
な
し
会
》

　
２
月
25
日
、
３
月
11
、
25
日
の

16
時
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

で
開
き
ま
す
。
毎
月
第
２
、
第
４

水
曜
日
開
催
で
す
。
参
加
無
料
。

嘉  島  町  民  会  館

読
ん
で
み
て！

親鸞　完結編　上・下	
	 五木寛之
私家本椿説弓張月	
	 平岩弓枝
池田屋乱刃	
	 伊藤潤
図書館奇譚	
	 村上春樹
キャロリング	
	 有川浩
流星ワゴン	
	 重松清
億男	
	 川村元気
沈黙を破る者	 メヒティルト・ボルマン	
	 赤坂桃子　訳
カクテル完全バイブル	
	 監修　渡邉一也
魔法使いハウルと火の悪魔　ハウルの動く城１
	 ダイアナ・ウィン・ジョーンズ作	
	 西村醇子訳

かいけつゾロリのクイズ王	
	 さく・え　原ゆたか
ゼラルダと人喰い鬼	
	 トミー・ウンゲラー	
	 たむらりゅういち・あそうくみ　やく
たまごからうまれた女の子	
	 谷真介・文　赤坂三好・絵
わたしのおひなさま	
	 作・内田麟太郎　絵・山本孝
ちびうそくん	
	 乾栄理子　作　西村敏雄　絵
しんでくれた	
	 詩・谷川俊太郎　絵・塚本やすし
ゆびたこ	
	 くせさなえ
たたくと　ぽん	
	 寺村輝夫・さく　和歌山静子・え
うそだあ！	
	 作・サトシン　絵・山村浩二
あなたが生まれてから	
	 くわばたりえ

図
書
室
か
ら

開
館
日　
火
曜
日
～
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
～
17
時

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
時
は

翌
日
）・
12
月
28
日
～
１
月
３
日

☎
２
３
７

−

０
０
５
８

おすすめ本

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

ホール催物案内	 平成27年 1 月13日現在

月 日 曜 ホール催し物 開演
時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

2 15 日 嘉島幼稚園　生活発表会 9:00 無料 嘉島幼稚園	 ☎ 237-5210

2 22 日 かわいいピアニストたちによるピアノコンサート 13:00（予定） 無料 迎町ピアノ教室	 ☎ 326-8533

3 7 土 第 41 回武蔵野音楽大学　スプリングコンサート 14:00 1,000円 ☎ 090-1879-6282（井出千晶）

3 8 日 上益城郡医師会公開講座 13:00 無料 上益城郡医師会	 ☎ 282-0461

3 21 土 第 37 回　古城楽器発表会 11:00 無料 古城楽器	 ☎ 384-1989

3 22 日 ピアノ発表会 13:00（予定） 無料 吉田ピアノ教室	 ☎ 237-2382

3 28 土 真和中学・高等学校吹奏楽部第 2回定期演奏会 13:30（予定） 無料 真和中学・高等学校吹奏楽部
川野	 ☎ 366-6177

3 29 日 ヴァイオリン教室発表会 12:30（予定） 無料 広瀬ヴァイオリンスクール
	 ☎ 090-8399-4634

4 4 土 JET'S	SCHOOL	FESTIVAL	Vol.19
　　　　　　（ダンスパフォーマンス）

13:00
3,000円 J.O.D.P

18:00

　
自
称
世
界
一
の
怪
盗
ク
イ
ー
ン

が
ジ
ョ
ー
カ
ー
と
Ｒ
Ｄ
と
い
う
一

人
と
一
つ
の
人
工
頭
脳
と
一
緒
に
、

獲
物
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

　
刃
物
を
使
わ
ず
に
も
の
を
切
断

す
る
人
間
や
、
推
理
を
す
る
と
き

に
目
の
色
が
変
わ
る
探
偵
な
ど
、

個
性
的
な
人
た
ち
が
話
を
も
り
あ

げ
て
い
き
ま
す
。

　
と
て
も
お
も
し
ろ
い
本
で
す
。

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
怪
盗
ク
イ
ー
ン
　

  

か
ぐ
や
姫
は
夢
を
見
る
」

は
や
み
ね
か
お
る
／
作

Ｋ
２
商
会
／
絵

講
談
社
青
い
鳥
文
庫

嘉島中学校１年

井上　輪華さん

嘉 島 町 消 防 団 員 募 集
　嘉島町消防団は若い新入団員を募集しています。毎年２月から３月にかけて、各地域の消防団員が勧
誘にお伺いします。消防団は地域の若者同士が楽しく集う場であり、災害対応のノウハウを培う場でも
あります。積極的に消防団に入団し、皆さんが住んでいらっしゃる地域のために貢献しましょう！また、
各地域の取り決めにより、入団されない場合、地域のために消防団活動をしている方との不公平をなく
すため、協力金をいただく場合がありますのでご了承ください。

消防団は地域のもっとも身近なボランティア！
　消防団というのは、皆さんがすぐに思い浮かべる消防署や消防庁といった組織とは違い、ごく普通の
社会人や学生さんが“自分たちのまちを、自分たちで守りたい”というココロで消防活動をしている団
体です。

なぜ消防団が必要なのか？
　けたたましく鳴り響くサイレンの音を聞いたら…。そこには、火事の中で、炎に包まれ途方にくれて
いる人がいるのかも知れません。その人は誰かの大切な家族であり、友人であり、恋人であるはずです。
助けに来てくれる人は少ないかもしれません。さあ、あなたの出番です。“地域のことをよく知っている
消防団”は、地域に密着した効果的な消火・救助活動を行うことができます。

消防団員の処遇と任務は？
　消防団員は非常勤特別職の地方公務員として処遇されます。

入 団 資 格 ・嘉島町に居住し、又は勤務する方
・年齢18 歳以上の方

入団後の待遇
・消防活動中、負傷した場合の補償制度があり
ます。
・消防団活動に必要な制服などが貸与されます。

消防団の任務

平　常　時

・火災予防運動（巡回広報、一人暮らし老人宅調査等）
・警備警戒活動（年末警戒等）
・教育訓練活動（出初式、規律訓練、操法訓練等）
・消防機械器具等の点検、整備

災　害　時

・火災（建物火災、枯草火災、車両火災等）
・風水害（台風、集中豪雨、洪水）
・地震
・その他（人命救助、避難誘導、行方不明者捜索等）

その他の活動
消防防災活動だけでなく、地元の祭り等にも参加しています。
※	消防音楽隊は、出初式や消防点検、その他消防啓発のため、積極的に地域のイベ
ントに参加しています。

消防音楽隊の隊員も募集しています！
　吹奏楽等の経験、性別、年齢は問いませんので、興味のある方はお問い合わせください。

　　－入団に関してのお問い合わせ先－
嘉島町役場総務課　消防担当まで　☎ 237-1112
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　消防団というのは、皆さんがすぐに思い浮かべる消防署や消防庁といった組織とは違い、ごく普通の
社会人や学生さんが“自分たちのまちを、自分たちで守りたい”というココロで消防活動をしている団
体です。

なぜ消防団が必要なのか？
　けたたましく鳴り響くサイレンの音を聞いたら…。そこには、火事の中で、炎に包まれ途方にくれて
いる人がいるのかも知れません。その人は誰かの大切な家族であり、友人であり、恋人であるはずです。
助けに来てくれる人は少ないかもしれません。さあ、あなたの出番です。“地域のことをよく知っている
消防団”は、地域に密着した効果的な消火・救助活動を行うことができます。

消防団員の処遇と任務は？
　消防団員は非常勤特別職の地方公務員として処遇されます。

入 団 資 格 ・嘉島町に居住し、又は勤務する方
・年齢18 歳以上の方

入団後の待遇
・消防活動中、負傷した場合の補償制度があり
ます。
・消防団活動に必要な制服などが貸与されます。

消防団の任務

平　常　時

・火災予防運動（巡回広報、一人暮らし老人宅調査等）
・警備警戒活動（年末警戒等）
・教育訓練活動（出初式、規律訓練、操法訓練等）
・消防機械器具等の点検、整備

災　害　時

・火災（建物火災、枯草火災、車両火災等）
・風水害（台風、集中豪雨、洪水）
・地震
・その他（人命救助、避難誘導、行方不明者捜索等）

その他の活動
消防防災活動だけでなく、地元の祭り等にも参加しています。
※	消防音楽隊は、出初式や消防点検、その他消防啓発のため、積極的に地域のイベ
ントに参加しています。

消防音楽隊の隊員も募集しています！
　吹奏楽等の経験、性別、年齢は問いませんので、興味のある方はお問い合わせください。

　　－入団に関してのお問い合わせ先－
嘉島町役場総務課　消防担当まで　☎ 237-1112
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家
庭
で
の
フ
グ
処
理
は

大
変
危
険
で
す
！

　
フ
グ
毒
（
テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
）
は

青
酸
カ
リ
の
数
百
倍
の
毒
性
を
持
つ
極

め
て
危
険
な
毒
で
す
。

　
熊
本
県
は
、
営
業
で
フ
グ
を
提
供
す

る
場
合
に
は
、
条
例
で
県
知
事
の
免
許

を
受
け
た
「
フ
グ
処
理
師
」
の
み
が
、

「
フ
グ
処
理
所
」
の
登
録
を
受
け
た
場

所
で
フ
グ
を
処
理
で
き
る
と
定
め
て
い

ま
す
。

　
免
許
を
持
た
な
い
方
が
フ
グ
を
処
理

す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、
決

し
て
素
人
調
理
を
行
わ
な
い
で
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

☎
３
３
３

－

２
２
４
８

子
育
て
・
仕
事

児
童
手
当
（
２
月
期
）
を

振
り
込
み
ま
し
た

　
平
成
26
年
10
月
分
～
平
成
27
年
１
月

分
の
児
童
手
当
は
、
２
月
10
日
（
火
）

に
そ
れ
ぞ
れ
希
望
金
融
機
関
の
口
座
に

振
り
込
み
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
例
年
通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ

る
方
は
窓
口
払
い
と
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

健
保
・
年
金

国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
は
口
座
振
替
で
！

　
平
成
27
年
１
月
以
降
、
新
た
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る
方
に
は
、
原

則
と
し
て
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
加
入
手
続
き
を
さ

れ
る
際
は
、
振
替
を
希
望
さ
れ
る
金
融

機
関
の
預
貯
金
通
帳
と
届
出
印
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
場
合
、
納
付
し
て
い
た

だ
く
税
額
は
、
各
納
期
限
の
日
に
指
定

さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
納
期
ご
と
に

金
融
機
関
に
出
向
く
必
要
が
な
く
納
付

忘
れ
が
な
い
た
め
、
大
変
便
利
で
す
。

　
現
在
、
納
付
書
で
納
付
さ
れ
て
い
る

方
も
、
口
座
振
替
へ
の
切
り
替
え
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
申
込
は
、
役
場
町
民
課

及
び
税
務
課
と
町
内
の
取
扱
金
融
機
関

窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
受
付
窓

口
に
あ
る
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
、
押
印
の
う
え
提
出
い

た
だ
く
と
、
翌
月
又
は
翌
々
月
か
ら
振

替
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

〔
取
扱
金
融
機
関
〕

　
・
肥
後
銀
行

　
・
熊
本
第
一
信
用
金
庫

　
・
九
州
労
働
金
庫

　
・
熊
本
銀
行

　
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
・
上
益
城
農
業
協
同
組
合

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

　
　
役
場
税
務
課
徴
収
係

☎
２
３
７

－

２
６
３
９

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口

座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る

の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省

け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て

も
便
利
で
す
。

　
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を

当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
ヶ

月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
も
あ

り
、
大
変
お
得
で
す
。（
６
ヶ
月
前
納
・

１
年
前
納
・
２
年
前
納
の
申
込
期
限
は

２
月
末
日
）

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の

金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７

－

８
１
４
４

　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

相
　
談

心
配
ご
と
相
談

　
ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　
２
月
25
日
（
水
）　
弁
護
士

　
3
月
25
日
（
水
）　
弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所
　
嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間
　
13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７

－

２
９
８
１

健
　
康

が
ん
検
診
推
進
事
業
の

受
診
は
お
済
み
で
す
か
？

　
平
成
26
年
度
が
ん
検
診
推
進
事
業
大

腸
が
ん
検
診
の
対
象
者
に
、
昨
年
６
月
、

ご
案
内
と
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵

送
し
て
お
り
ま
す
。

　
受
診
期
間
（
委
託
期
間
で
の
検
診
及

び
便
検
体
を
提
出
で
き
る
期
間
）
は
、

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。
期
間

を
過
ぎ
る
と
受
診
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
受
診
く
だ
さ
い
。

　
事
業
の
対
象
と
な
る
方
は
、
平
成
26

年
４
月
20
日
現
在
で
嘉
島
町
に
住
民
票

を
有
し
、
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で

次
の
年
齢
に
該
当
す
る
方
で
す
。

○
大
腸
が
ん
検
診
（
男
女
）・
乳
が
ん

検
診
（
40
歳
女
性
の
み
）

　
40
歳
（
昭
和
48
年
４
月
２
日
～
昭
和

49
年
４
月
１
日
生
）・
45
歳
（
昭
和
43

年
４
月
２
日
～
昭
和
44
年
４
月
１
日

生
）・
50
歳
（
昭
和
38
年
４
月
２
日
～

昭
和
39
年
４
月
１
日
生
）・
55
歳
（
昭

和
33
年
４
月
２
日
～
昭
和
34
年
４
月
１

日
生
）・
60
歳
（
昭
和
28
年
４
月
２
日

～
昭
和
29
年
４
月
１
日
生
）

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
女
性
の
み
）

　
20
歳
（
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成

６
年
４
月
１
日
生

※
が
ん
検
診
推
進
事
業
は
、
嘉
島
町
が

実
施
す
る
が
ん
検
診
（
大
腸
が
ん
・
乳

が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
）
の
対
象
と
な
っ

た
方
に
検
診
手
帳
と
検
診
費
用
が
無
料

に
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
等
を
送
付
し
、
が

ん
検
診
の
受
診
促
進
や
が
ん
の
早
期
発

見
と
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
な

ど
を
行
う
国
の
補
助
事
業
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

冬
太
り
を
解
消
し
よ
う
！

カ
ラ
ダ
作
り
教
室

　
日
頃
か
ら
手
軽
に
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
や
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
の
運
動
を
行
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
、
体
力
の
維
持
・
増
進
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
に
効
果
的
な
運
動
方
法
を
身
に
付

け
、
楽
し
く
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
　
嘉
島
町
に
お
住
ま
い
の
35
～

74
歳
の
方
で
、
軽
い
運
動
が
可
能
な
方
。

15
人
程
度

○
日
程
　
①
２
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
②
３
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
③
３
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
各
日
14
時
～
15
時
半

○
場
所
　
嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容
　
有
酸
素
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど

○
申
し
込
み
　
２
月
20
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
予
定
人
数
と
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

○
参
加
費
　
無
料

【
お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
平
成
27
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

加
入
受
付
が
３
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備
え
て
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動
を
行
う
５

名
以
上
の
団
体
で
加
入
で
き
、
加
入
団

体
で
の
活
動
中
や
団
体
活
動
へ
の
往
復

中
の
事
故
を
補
償
し
ま
す
。

　
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・
突
然

死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

保
険
で
、
掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
年
額
８
０
０
円
～
、
高
校
生
以
上

の
大
人
に
つ
い
て
は
活
動
内
容
に
よ
っ

て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

☎
２
１
３

－

９
０
１
５

やめて！たばこのポイ捨て

　
町
民
の
方
か
ら
最
近
、「
道

端
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
捨
て

ら
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
」
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
道
路
で
の
た
ば
こ
の
吸
い
殻

の
ポ
イ
捨
て
は
、
環
境
を
損
ね

る
だ
け
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ

て
は
火
災
を
誘
発
し
ま
す
。

　
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
喫
煙
し
ま

し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
☎
２
３
７

－

２
６
１
９



広報かしま2015.2

14

広報かしま 2015.2

15

家
庭
で
の
フ
グ
処
理
は

大
変
危
険
で
す
！

　
フ
グ
毒
（
テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
）
は

青
酸
カ
リ
の
数
百
倍
の
毒
性
を
持
つ
極

め
て
危
険
な
毒
で
す
。

　
熊
本
県
は
、
営
業
で
フ
グ
を
提
供
す

る
場
合
に
は
、
条
例
で
県
知
事
の
免
許

を
受
け
た
「
フ
グ
処
理
師
」
の
み
が
、

「
フ
グ
処
理
所
」
の
登
録
を
受
け
た
場

所
で
フ
グ
を
処
理
で
き
る
と
定
め
て
い

ま
す
。

　
免
許
を
持
た
な
い
方
が
フ
グ
を
処
理

す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、
決

し
て
素
人
調
理
を
行
わ
な
い
で
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

☎
３
３
３

－

２
２
４
８

子
育
て
・
仕
事

児
童
手
当
（
２
月
期
）
を

振
り
込
み
ま
し
た

　
平
成
26
年
10
月
分
～
平
成
27
年
１
月

分
の
児
童
手
当
は
、
２
月
10
日
（
火
）

に
そ
れ
ぞ
れ
希
望
金
融
機
関
の
口
座
に

振
り
込
み
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
例
年
通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ

る
方
は
窓
口
払
い
と
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

健
保
・
年
金

国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
は
口
座
振
替
で
！

　
平
成
27
年
１
月
以
降
、
新
た
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る
方
に
は
、
原

則
と
し
て
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
加
入
手
続
き
を
さ

れ
る
際
は
、
振
替
を
希
望
さ
れ
る
金
融

機
関
の
預
貯
金
通
帳
と
届
出
印
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
場
合
、
納
付
し
て
い
た

だ
く
税
額
は
、
各
納
期
限
の
日
に
指
定

さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
納
期
ご
と
に

金
融
機
関
に
出
向
く
必
要
が
な
く
納
付

忘
れ
が
な
い
た
め
、
大
変
便
利
で
す
。

　
現
在
、
納
付
書
で
納
付
さ
れ
て
い
る

方
も
、
口
座
振
替
へ
の
切
り
替
え
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
申
込
は
、
役
場
町
民
課

及
び
税
務
課
と
町
内
の
取
扱
金
融
機
関

窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
受
付
窓

口
に
あ
る
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
、
押
印
の
う
え
提
出
い

た
だ
く
と
、
翌
月
又
は
翌
々
月
か
ら
振

替
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

〔
取
扱
金
融
機
関
〕

　
・
肥
後
銀
行

　
・
熊
本
第
一
信
用
金
庫

　
・
九
州
労
働
金
庫

　
・
熊
本
銀
行

　
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
・
上
益
城
農
業
協
同
組
合

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

　
　
役
場
税
務
課
徴
収
係

☎
２
３
７

－

２
６
３
９

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口

座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る

の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省

け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て

も
便
利
で
す
。

　
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を

当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
ヶ

月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
も
あ

り
、
大
変
お
得
で
す
。（
６
ヶ
月
前
納
・

１
年
前
納
・
２
年
前
納
の
申
込
期
限
は

２
月
末
日
）

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の

金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７

－

８
１
４
４

　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

相
　
談

心
配
ご
と
相
談

　
ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　
２
月
25
日
（
水
）　
弁
護
士

　
3
月
25
日
（
水
）　
弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所
　
嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間
　
13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７

－

２
９
８
１

健
　
康

が
ん
検
診
推
進
事
業
の

受
診
は
お
済
み
で
す
か
？

　
平
成
26
年
度
が
ん
検
診
推
進
事
業
大

腸
が
ん
検
診
の
対
象
者
に
、
昨
年
６
月
、

ご
案
内
と
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵

送
し
て
お
り
ま
す
。

　
受
診
期
間
（
委
託
期
間
で
の
検
診
及

び
便
検
体
を
提
出
で
き
る
期
間
）
は
、

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。
期
間

を
過
ぎ
る
と
受
診
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
受
診
く
だ
さ
い
。

　
事
業
の
対
象
と
な
る
方
は
、
平
成
26

年
４
月
20
日
現
在
で
嘉
島
町
に
住
民
票

を
有
し
、
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で

次
の
年
齢
に
該
当
す
る
方
で
す
。

○
大
腸
が
ん
検
診
（
男
女
）・
乳
が
ん

検
診
（
40
歳
女
性
の
み
）

　
40
歳
（
昭
和
48
年
４
月
２
日
～
昭
和

49
年
４
月
１
日
生
）・
45
歳
（
昭
和
43

年
４
月
２
日
～
昭
和
44
年
４
月
１
日

生
）・
50
歳
（
昭
和
38
年
４
月
２
日
～

昭
和
39
年
４
月
１
日
生
）・
55
歳
（
昭

和
33
年
４
月
２
日
～
昭
和
34
年
４
月
１

日
生
）・
60
歳
（
昭
和
28
年
４
月
２
日

～
昭
和
29
年
４
月
１
日
生
）

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
女
性
の
み
）

　
20
歳
（
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成

６
年
４
月
１
日
生

※
が
ん
検
診
推
進
事
業
は
、
嘉
島
町
が

実
施
す
る
が
ん
検
診
（
大
腸
が
ん
・
乳

が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
）
の
対
象
と
な
っ

た
方
に
検
診
手
帳
と
検
診
費
用
が
無
料

に
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
等
を
送
付
し
、
が

ん
検
診
の
受
診
促
進
や
が
ん
の
早
期
発

見
と
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
な

ど
を
行
う
国
の
補
助
事
業
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

冬
太
り
を
解
消
し
よ
う
！

カ
ラ
ダ
作
り
教
室

　
日
頃
か
ら
手
軽
に
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
や
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
の
運
動
を
行
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
、
体
力
の
維
持
・
増
進
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
に
効
果
的
な
運
動
方
法
を
身
に
付

け
、
楽
し
く
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
　
嘉
島
町
に
お
住
ま
い
の
35
～

74
歳
の
方
で
、
軽
い
運
動
が
可
能
な
方
。

15
人
程
度

○
日
程
　
①
２
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
②
３
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
③
３
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
各
日
14
時
～
15
時
半

○
場
所
　
嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容
　
有
酸
素
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど

○
申
し
込
み
　
２
月
20
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
予
定
人
数
と
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

○
参
加
費
　
無
料

【
お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
平
成
27
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

加
入
受
付
が
３
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備
え
て
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動
を
行
う
５

名
以
上
の
団
体
で
加
入
で
き
、
加
入
団

体
で
の
活
動
中
や
団
体
活
動
へ
の
往
復

中
の
事
故
を
補
償
し
ま
す
。

　
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・
突
然

死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

保
険
で
、
掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
年
額
８
０
０
円
～
、
高
校
生
以
上

の
大
人
に
つ
い
て
は
活
動
内
容
に
よ
っ

て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

☎
２
１
３

－
９
０
１
５

やめて！たばこのポイ捨て

　
町
民
の
方
か
ら
最
近
、「
道

端
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
捨
て

ら
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
」
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
道
路
で
の
た
ば
こ
の
吸
い
殻

の
ポ
イ
捨
て
は
、
環
境
を
損
ね

る
だ
け
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ

て
は
火
災
を
誘
発
し
ま
す
。

　
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
喫
煙
し
ま

し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
☎
２
３
７

－

２
６
１
９
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あ
な
た
を
守
る
！

消
費
生
活
相
談

　
上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月
　
益
城
町
　
☎
２
８
２

－

３
１
１
１

火
　
御
船
町
　
☎
２
８
２

－

１
１
１
１

水
　
嘉
島
町
　
☎
２
３
７

－

１
１
１
２

木
　
甲
佐
町
　
☎
２
３
４

－

３
２
２
３

金
　
山
都
町

　
　
☎
０
９
６
７

－

７
２

－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７

－

１
１
１
２

特
定
テ
ー
マ
に
関
す
る
労
働
相
談

　
熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
２
月
の
第
１
・
３
水
曜
日
に

特
定
テ
ー
マ
で
労
働
相
談
を
行
い
ま
す
。

・
２
月
４
日
　「
未
払
い
賃
金
（
未
払

　
い
残
業
代
）
に
つ
い
て
」

・
２
月
18
日
　「
解
雇
、
退
職
勧
奨
・

　
退
職
、
雇
い
止
め
に
つ
い
て
」

　
相
談
は
13
時
か
ら
16
時
ま
で
。
社
会

保
険
労
務
士
の
相
談
員
が
応
対
し
ま
す
。

そ
の
他
の
労
働
相
談
も
受
付
可
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
３
５
２

－

３
６
１
３

火
災
予
防

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

『
も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は

　
ま
あ
だ
だ
よ
』
を
全
国
統
一
防
火
標

語
に
掲
げ
、
３
月
１
日
（
日
）
か
ら
３

月
７
日
（
土
）
ま
で
の
７
日
間
、
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予

防
思
想
の
一
層
の
普
及
と
火
災
の
発
生

防
止
、
生
命
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火

　
安
全
対
策
の
徹
底

④
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取

　
組
の
推
進

⑤
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対
す

　
る
火
災
予
防
指
導
等
の
徹
底

⑥
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

　
嘉
島
消
防
団
・
上
益
城
消
防
本
部

環
境
・
省
エ
ネ

買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
を
!!

　
み
な
さ
ん
が
普
段
の
買
い
物
で
、
商

品
を
入
れ
て
持
ち
帰
る
た
め
に
も
ら
っ

て
い
る
レ
ジ
袋
は
、
軽
く
て
丈
夫
な
上

に
耐
水
性
が
あ
り
、
生
活
の
上
で
身
近

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
レ
ジ
袋
を
作
る
の
に

は
、
大
量
の
原
油
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
部
は
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は

大
部
分
の
レ
ジ
袋
が
焼
却
処
分
さ
れ
、

地
球
温
暖
化
の
起
因
と
な
る
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
排
出
し
ま
す
。

　
レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
、
買
い
物
に
行

く
時
に
は
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
て
、

レ
ジ
袋
を
断
る
と
い
っ
た
身
近
な
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と

り
の
取
り
組
み
が
地
球
環
境
保
護
に
つ

な
が
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７

－

２
６
１
９

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

　
家
庭
や
職
場
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
で
で
き
る
「
省
エ
ネ
」
が
地
球
温
暖

化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
身
近
に
で
き

る
「
省
エ
ネ
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽
暖
房
は
室
温
20
℃
を
目
安
に
温
度
調

整
▽
暖
房
機
器
は
必
要
な
と
き
だ
け
使

う
▽
冷
蔵
庫
は
温
度
調
整
と
整
理
整
頓

▽
冷
蔵
庫
は
壁
か
ら
離
し
て
設
置
し
、

無
駄
な
開
閉
は
止
め
る
▽
家
電
製
品
、

照
明
器
具
は
省
エ
ネ
タ
イ
プ
を
選
ぶ
▽

温
水
洗
浄
便
座
を
使
わ
な
い
と
き
は
ふ

た
を
閉
め
る
▽
電
気
製
品
を
使
わ
な
い

時
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く

▽
料
理
の
下
ご
し
ら
え
は
電
子
レ
ン
ジ

を
活
用
▽
テ
レ
ビ
を
見
な
い
と
き
は
消

す
▽
シ
ャ
ワ
ー
は
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い
▽
お
風
呂
は
間
隔
を
あ
け
ず
に
入

る
▽
車
の
急
発
進
、
急
加
速
を
し
な
い

▽
外
出
時
は
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
▽
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
適

正
に
保
つ
▽
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
で
き
る

限
り
し
な
い

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７

－

２
６
１
９

地
積
調
査

地
籍
調
査
事
業
（
鯰
の
一
部
）
に

係
る
登
記
が
完
了
し
ま
し
た

　
土
地
の
境
界
な
ど
を
明
確
に
す
る
た

め
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
平
成
24
年

度
か
ら
地
籍
調
査
事
業
に
着
手
し
ま
し

た
。

　
初
年
度
に
一
筆
地
調
査（
境
界
立
会
）

を
実
施
し
た
鯰
の
一
部
に
つ
い
て
、
平

成
26
年
11
月
に
熊
本
地
方
法
務
局
で
の

登
記
が
完
了
し
、
次
の
区
域
の
土
地
の

登
記
簿
と
地
図
（
公
図
）
が
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
大
字
　
鯰
　
字
　
十
八
、
三
十
六
、

蓑
田
の
一
部
、
惣
水
町
、
小
塚
町

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
農
政
課
地
籍
調
査
係

☎
２
３
７

－

２
６
５
３

最
　
賃

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

使
用
者
も
労
働
者
も

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
地
域
別
最
低
賃
金

　〔
平
成
26
年
10
月
１
日
効
力
発
生
〕

・
熊
本
県
最
低
賃
金	

６
７
７
円

○
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

　〔
平
成
26
年
12
月
15
日
効
力
発
生
〕

・
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

　
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

　
具
製
造
業	

７
２
５
円

・
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶

　
製
造
・
修
理
業
等	

７
７
５
円

・
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー	

７
０
７
円

　
産
業
別
最
低
賃
金
に
は
、
適
用
範
囲

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
熊
本
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
ま
た
は
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
３
５
５

－

３
２
０
２

家
庭
の
日

「
家
庭
の
日
の
集
い
」
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

　
熊
本
県
は
、
毎
月
第
１
日
曜
日
を

「
家
庭
の
日
」
と
し
、
家
族
み
ん
な
で

話
し
合
い
、
楽
し
み
合
う
家
庭
づ
く
り

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
３

月
１
日
（
日
）
に
熊
本
県
庁
で
「
家
庭

の
日
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
、
太
田
黒
浩
一
さ
ん
の
楽
し
い
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く

も
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
熊
本
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

☎
３
３
３

－

２
２
９
４

に
設
定
し
、
知
ら
な
い
相
手
か
ら
電

話
が
掛
か
っ
て
き
た
と
き
は
、
話
の

内
容
を
確
認
し
て
か
ら
取
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

家
族
の
電
話
番
号
を
し
っ
か
り
登
録

家
族
や
親
族
、
親
し
い
知
人
な
ど
、

普
段
掛
か
っ
て
く
る
電
話
番
号
は
登

録
し
て
お
き
、
非
通
知
表
示
や
知
ら

な
い
電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

登
録
番
号
以
外
は
着
信
拒
否

登
録
し
た
電
話
番
号
以
外
を
着
信
拒

否
に
し
て
お
け
ば
、
電
話
が
つ
な
が

ら
な
い
た
め
、
詐
欺
犯
人
が
近
づ
け

ま
せ
ん
。

※
不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
家
族
や
警

察
に
相
談
！

　
電
話
の
内
容
が
お
か
し
い
な
と
思

っ
た
場
合
に
は
、
あ
わ
て
ず
に
一
旦

電
話
を
切
り
、
家
族
や
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
息
子
や
孫
か
ら
「
電

話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
電
話

が
掛
か
っ
て
き
て
も
、
こ
ち
ら
か
ら

息
子
や
孫
の
電
話
に
確
認
す
る
だ
け

で
詐
欺
は
防
げ
ま
す
。

　
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

（
16
㌻
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
電
話
詐
欺
を
撃
退
す
る
た
め
に
》
見
守
り
新
鮮

情
報
２
月
号

《
電
話
詐
欺
を
撃
退
す
る
３
つ
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
》

①
　
受
話
器
を
取
ら
な
い
！

　
電
話
を
使
う
詐
欺
を
撃
退
す
る
一

番
の
方
法
は
、
電
話
が
鳴
っ
て
も
受

話
器
を
取
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
普
段
か
ら
留
守
番
電
話
に
し
て
お

き
、
相
手
を
確
認
し
て
か
ら
電
話
に

出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
　
相
手
の
話
を
聞
か
な
い
！

　
詐
欺
犯
は
、「
だ
ま
し
の
プ
ロ
」

で
す
。
つ
い
、
相
手
の
話
を
聞
い
て

し
ま
う
と
、
ど
ん
ど
ん
こ
ち
ら
の
不

安
感
に
つ
け
込
ん
で
、
あ
わ
て
さ
せ

よ
う
と
し
て
き
ま
す
。

　
相
手
の
話
を
聞
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
旦
、
電
話
を
切
り
、
す
ぐ

に
家
族
や
警
察
に
相
談
（
報
告
）
し

ま
し
ょ
う
。

③
　
は
っ
き
り
断
る
！

　
詐
欺
犯
は
、「
え
～
、
ど
う
し
よ

う
」
な
ど
と
い
っ
た
、
あ
い
ま
い
な

あ
な
た
の
迷
い
に
つ
け
込
ん
で
き
ま

す
。

　
あ
や
し
い
儲
け
話
や
身
に
覚
え
の

な
い
商
品
な
ど
は
、
は
っ
き
り
断
り

ま
し
ょ
う
。

《
絶
対
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
》

●
自
宅
の
電
話
を
『
詐
欺
撃
退
電

話
』
に
設
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

い
つ
も
留
守
電

自
宅
に
い
る
と
き
で
も
留
守
番
電
話
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あ
な
た
を
守
る
！

消
費
生
活
相
談

　
上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月
　
益
城
町
　
☎
２
８
２

－

３
１
１
１

火
　
御
船
町
　
☎
２
８
２

－

１
１
１
１

水
　
嘉
島
町
　
☎
２
３
７

－

１
１
１
２

木
　
甲
佐
町
　
☎
２
３
４

－

３
２
２
３

金
　
山
都
町

　
　
☎
０
９
６
７

－

７
２

－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７

－

１
１
１
２

特
定
テ
ー
マ
に
関
す
る
労
働
相
談

　
熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
２
月
の
第
１
・
３
水
曜
日
に

特
定
テ
ー
マ
で
労
働
相
談
を
行
い
ま
す
。

・
２
月
４
日
　「
未
払
い
賃
金
（
未
払

　
い
残
業
代
）
に
つ
い
て
」

・
２
月
18
日
　「
解
雇
、
退
職
勧
奨
・

　
退
職
、
雇
い
止
め
に
つ
い
て
」

　
相
談
は
13
時
か
ら
16
時
ま
で
。
社
会

保
険
労
務
士
の
相
談
員
が
応
対
し
ま
す
。

そ
の
他
の
労
働
相
談
も
受
付
可
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
３
５
２

－

３
６
１
３

火
災
予
防

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

『
も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は

　
ま
あ
だ
だ
よ
』
を
全
国
統
一
防
火
標

語
に
掲
げ
、
３
月
１
日
（
日
）
か
ら
３

月
７
日
（
土
）
ま
で
の
７
日
間
、
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予

防
思
想
の
一
層
の
普
及
と
火
災
の
発
生

防
止
、
生
命
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火

　
安
全
対
策
の
徹
底

④
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取

　
組
の
推
進

⑤
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対
す

　
る
火
災
予
防
指
導
等
の
徹
底

⑥
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

　
嘉
島
消
防
団
・
上
益
城
消
防
本
部

環
境
・
省
エ
ネ

買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
を
!!

　
み
な
さ
ん
が
普
段
の
買
い
物
で
、
商

品
を
入
れ
て
持
ち
帰
る
た
め
に
も
ら
っ

て
い
る
レ
ジ
袋
は
、
軽
く
て
丈
夫
な
上

に
耐
水
性
が
あ
り
、
生
活
の
上
で
身
近

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
レ
ジ
袋
を
作
る
の
に

は
、
大
量
の
原
油
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
部
は
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は

大
部
分
の
レ
ジ
袋
が
焼
却
処
分
さ
れ
、

地
球
温
暖
化
の
起
因
と
な
る
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
排
出
し
ま
す
。

　
レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
、
買
い
物
に
行

く
時
に
は
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
て
、

レ
ジ
袋
を
断
る
と
い
っ
た
身
近
な
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と

り
の
取
り
組
み
が
地
球
環
境
保
護
に
つ

な
が
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７

－

２
６
１
９

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

　
家
庭
や
職
場
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
で
で
き
る
「
省
エ
ネ
」
が
地
球
温
暖

化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
身
近
に
で
き

る
「
省
エ
ネ
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽
暖
房
は
室
温
20
℃
を
目
安
に
温
度
調

整
▽
暖
房
機
器
は
必
要
な
と
き
だ
け
使

う
▽
冷
蔵
庫
は
温
度
調
整
と
整
理
整
頓

▽
冷
蔵
庫
は
壁
か
ら
離
し
て
設
置
し
、

無
駄
な
開
閉
は
止
め
る
▽
家
電
製
品
、

照
明
器
具
は
省
エ
ネ
タ
イ
プ
を
選
ぶ
▽

温
水
洗
浄
便
座
を
使
わ
な
い
と
き
は
ふ

た
を
閉
め
る
▽
電
気
製
品
を
使
わ
な
い

時
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く

▽
料
理
の
下
ご
し
ら
え
は
電
子
レ
ン
ジ

を
活
用
▽
テ
レ
ビ
を
見
な
い
と
き
は
消

す
▽
シ
ャ
ワ
ー
は
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い
▽
お
風
呂
は
間
隔
を
あ
け
ず
に
入

る
▽
車
の
急
発
進
、
急
加
速
を
し
な
い

▽
外
出
時
は
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
▽
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
適

正
に
保
つ
▽
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
で
き
る

限
り
し
な
い

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７

－

２
６
１
９

地
積
調
査

地
籍
調
査
事
業
（
鯰
の
一
部
）
に

係
る
登
記
が
完
了
し
ま
し
た

　
土
地
の
境
界
な
ど
を
明
確
に
す
る
た

め
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
平
成
24
年

度
か
ら
地
籍
調
査
事
業
に
着
手
し
ま
し

た
。

　
初
年
度
に
一
筆
地
調
査（
境
界
立
会
）

を
実
施
し
た
鯰
の
一
部
に
つ
い
て
、
平

成
26
年
11
月
に
熊
本
地
方
法
務
局
で
の

登
記
が
完
了
し
、
次
の
区
域
の
土
地
の

登
記
簿
と
地
図
（
公
図
）
が
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
大
字
　
鯰
　
字
　
十
八
、
三
十
六
、

蓑
田
の
一
部
、
惣
水
町
、
小
塚
町

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
役
場
農
政
課
地
籍
調
査
係

☎
２
３
７

－

２
６
５
３

最
　
賃

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

使
用
者
も
労
働
者
も

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
地
域
別
最
低
賃
金

　〔
平
成
26
年
10
月
１
日
効
力
発
生
〕

・
熊
本
県
最
低
賃
金	

６
７
７
円

○
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

　〔
平
成
26
年
12
月
15
日
効
力
発
生
〕

・
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

　
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

　
具
製
造
業	

７
２
５
円

・
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶

　
製
造
・
修
理
業
等	

７
７
５
円

・
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー	

７
０
７
円

　
産
業
別
最
低
賃
金
に
は
、
適
用
範
囲

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
熊
本
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
ま
た
は
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
３
５
５

－
３
２
０
２

家
庭
の
日

「
家
庭
の
日
の
集
い
」
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

　
熊
本
県
は
、
毎
月
第
１
日
曜
日
を

「
家
庭
の
日
」
と
し
、
家
族
み
ん
な
で

話
し
合
い
、
楽
し
み
合
う
家
庭
づ
く
り

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
３

月
１
日
（
日
）
に
熊
本
県
庁
で
「
家
庭

の
日
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
、
太
田
黒
浩
一
さ
ん
の
楽
し
い
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く

も
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
熊
本
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

☎
３
３
３

－

２
２
９
４

に
設
定
し
、
知
ら
な
い
相
手
か
ら
電

話
が
掛
か
っ
て
き
た
と
き
は
、
話
の

内
容
を
確
認
し
て
か
ら
取
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

家
族
の
電
話
番
号
を
し
っ
か
り
登
録

家
族
や
親
族
、
親
し
い
知
人
な
ど
、

普
段
掛
か
っ
て
く
る
電
話
番
号
は
登

録
し
て
お
き
、
非
通
知
表
示
や
知
ら

な
い
電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

登
録
番
号
以
外
は
着
信
拒
否

登
録
し
た
電
話
番
号
以
外
を
着
信
拒

否
に
し
て
お
け
ば
、
電
話
が
つ
な
が

ら
な
い
た
め
、
詐
欺
犯
人
が
近
づ
け

ま
せ
ん
。

※
不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
家
族
や
警

察
に
相
談
！

　
電
話
の
内
容
が
お
か
し
い
な
と
思

っ
た
場
合
に
は
、
あ
わ
て
ず
に
一
旦

電
話
を
切
り
、
家
族
や
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
息
子
や
孫
か
ら
「
電

話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
電
話

が
掛
か
っ
て
き
て
も
、
こ
ち
ら
か
ら

息
子
や
孫
の
電
話
に
確
認
す
る
だ
け

で
詐
欺
は
防
げ
ま
す
。

　
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

（
16
㌻
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
電
話
詐
欺
を
撃
退
す
る
た
め
に
》
見
守
り
新
鮮

情
報
２
月
号

《
電
話
詐
欺
を
撃
退
す
る
３
つ
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
》

①
　
受
話
器
を
取
ら
な
い
！

　
電
話
を
使
う
詐
欺
を
撃
退
す
る
一

番
の
方
法
は
、
電
話
が
鳴
っ
て
も
受

話
器
を
取
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
普
段
か
ら
留
守
番
電
話
に
し
て
お

き
、
相
手
を
確
認
し
て
か
ら
電
話
に

出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
　
相
手
の
話
を
聞
か
な
い
！

　
詐
欺
犯
は
、「
だ
ま
し
の
プ
ロ
」

で
す
。
つ
い
、
相
手
の
話
を
聞
い
て

し
ま
う
と
、
ど
ん
ど
ん
こ
ち
ら
の
不

安
感
に
つ
け
込
ん
で
、
あ
わ
て
さ
せ

よ
う
と
し
て
き
ま
す
。

　
相
手
の
話
を
聞
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
旦
、
電
話
を
切
り
、
す
ぐ

に
家
族
や
警
察
に
相
談
（
報
告
）
し

ま
し
ょ
う
。

③
　
は
っ
き
り
断
る
！

　
詐
欺
犯
は
、「
え
～
、
ど
う
し
よ

う
」
な
ど
と
い
っ
た
、
あ
い
ま
い
な

あ
な
た
の
迷
い
に
つ
け
込
ん
で
き
ま

す
。

　
あ
や
し
い
儲
け
話
や
身
に
覚
え
の

な
い
商
品
な
ど
は
、
は
っ
き
り
断
り

ま
し
ょ
う
。

《
絶
対
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
》

●
自
宅
の
電
話
を
『
詐
欺
撃
退
電

話
』
に
設
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

い
つ
も
留
守
電

自
宅
に
い
る
と
き
で
も
留
守
番
電
話
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　同和問題とは、部落差別にかかわる問題です。
封建社会の政治や経済の仕組みの中で、人為的に
つくりあげられた身分制度に由来するもので、居
住地や出身地を理由の差別され、特に職業選択の
自由、結婚の自由などの基本的人権が完全に保障
されていないという重大な問題です。

　今回は、くまもと学院（くまもと教育支援セン
ター）代表の砂岡憲喜（すなおかけんき）さんの
平成23年度のラジオ番組の内容を再構成してご
紹介します。

Q　同和問題の現状を教えてください

 A　県をはじめ、多くの市町村や学校で人権に関
する様々な取組みが行われています。そのこ
とにより、同和地区の環境改善や心理面での
差別意識の解消も随分と進んできたのではな
いかと思っています。

　　しかし、あからさまな差別的事象は少なくなっ
ているものの、依然として差別意識や差別的
事象はなくなっていないという気がしていま
す。

　　また、最近はインターネットでの差別的な書
き込みや、住宅用の土地取引を巡って同和地
区の物件でないか調べたり、取引を避けたり
する等の悪質な事例も起こっていると聞きま
す。

Q　同和問題がなくならないのはどうしてでしょう？

 A　非常に難しい問題ですね。以前から指摘され

ているとおり、同和問題が正しく理解されな
いまま、うわさとして伝わり、間違って理解
されているという点を見過ごすことはできな
いと思います。

　　また、同和問題を自分には関係ないことと感
じている人が未だ少なくないという現実もあ
るのでは、と考えています。

　　なにより大切なことは、同和問題を自分のこ
ととして捉え、不合理を正しくしていく、と
いう基本的な姿勢ではないでしょうか。

Q　砂岡さんの現在の活動を教えてください

 A　最後に務めた学校に通信課程がありましたが、
活動していない生徒が多く、気になっていま
した。

　　そこで定年退職後、広域通信制の代々木高校
と提携した『くまもと教育支援センター』を
開設しました。教員生活での同和教育・人権
教育との出会いがそうさせたのかもしれませ
んね。

　　これまで出会った若者の中には、自分の生ま
れ育ちに悩みながらも自ら考え、行動し、逞
しく成長していった若者がたくさんいます。
反面、そうでない若者も少なくありません。
その違いはどこにあるかというと、彼らにと
っての学びの場が、様々な内なる葛藤や矛盾
を乗り越える時空となり得ていたかどうか、
ということではないでしょうか。

　　今やっていることは、人権教育の実践そのも
のだと、私なりに考えています。

人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その275〕

　
「
外
国
人
の
人
権
」

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
ら
は
「
人
権
」

と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を

「
あ
る
日
の
出
来
事
」
を
通
し
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●�

暮
ら
し
の
中
の
「
国
際
化
」
に

向
け
て

〔
あ
る
日
の
出
来
事
〕

　
私
が
友
だ
ち
と
買
い
物
に
出
か

け
て
い
る
と
、
た
め
息
を
つ
い
て

い
る
、
近
所
に
住
む
外
国
人
留
学

生
の
マ
ー
ク
に
会
っ
た
。「
は
ぁ
。

引
越
し
し
た
い
ん
だ
け
ど
、
引
っ

越
し
先
が
見
つ
か
ら
な
い
ん
だ

よ
」「
家
賃
が
高
い
の
？
」
と
た

ず
ね
る
と
、「
違
う
ん
だ
。『
外
国

の
方
は
大
勢
で
騒
ぐ
で
し
ょ
？
』

と
か
『
ゴ
ミ
の
出
し
方
が
悪
い
か

ら
』
と
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
理

由
で
断
ら
れ
て
ば
っ
か
り
。
こ
れ

で
４
軒
目
…
。
ボ
ク
が
外
国
人
だ

か
ら
な
ん
だ
」。

　
思
わ
ず
友
だ
ち
は
声
を
荒
げ
た
。

「
マ
ー
ク
は
今
で
も
私
た
ち
周
り

の
住
人
と
う
ま
く
や
っ
て
い
る

じ
ゃ
な
い
。
日
本
人
だ
っ
て
う
ち

の
上
の
階
の
人
は
、
夜
中
ま
で
大

勢
で
騒
い
で
い
る
わ
よ
！
」「
そ

う
よ
。
外
国
人
と
い
う
だ
け
で
う

る
さ
い
な
ん
て
、
決
め
つ
け
ら
れ

る
の
は
お
か
し
い
。
私
も
応
援
す

る
か
ら
、
一
緒
に
探
し
ま
し
ょ
」

と
私
。
マ
ー
ク
は
元
気
が
出
た
よ

う
で
、「
も
う
少
し
自
分
で
探
し

て
み
る
」
と
笑
っ
て
い
た
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　
外
国
人
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、

就
労
差
別
や
入
居
・
入
店
拒
否
な

ど
差
別
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
の
心
に
は
、
外
国
人
に

つ
い
て
考
え
る
と
き
、
言
語
、
文

化
、
生
活
習
慣
な
ど
の
「
違
い
」

と
い
う
こ
と
ば
か
り
を
問
題
に
し

て
、
正
し
い
理
解
を
し
よ
う
と
し

な
い
、
と
い
う
思
い
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
に
、
相
手
を
よ
く
知
り
、

相
手
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
姿

勢
が
あ
れ
ば
、
誤
解
や
偏
見
も
少

な
く
な
り
、
共
に
社
会
で
生
活
す

る
仲
間
と
し
て
お
互
い
に
理
解
し

合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
身
近
な
生
活
の
中
で
、
お
互
い

を
尊
重
し
、
理
解
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
が
国
際
化
の
第
一
歩
で
す
。

　（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
啓
発
資
料
よ
り
）

同和問題について

（熊本県人権啓発資料より）

◎	

交
通
事
故
～
12
月
は
77
件
。
け
が
が

有
る
事
故
も
無
い
事
故
も
増
え
ま
し

た
。

◎	

刑
法
犯
～
乗
り
物
盗
（
自
転
車
盗
・

オ
ー
ト
バ
イ
盗
）
は
大
幅
減
少
で
す

が
、
車
上
狙
い
は
増
加
。

※	

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、

車
内
に
貴
重
品
な
ど
を
置
い
た
ま
ま

に
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 26年12月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H26.12 8 69 0 1 7 1 0 0

H26 累計 105 710 2 2 36 15 3 12

前年比 13 26 ± 0 ± 0 -11 5 -9 -11

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H26.12 23 237 1 1 7 5 1 3

H26 累計 276 2121 18 2 45 45 7 32

前年比 -58 -61 -3 -6 -24 -17 -22 -20

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署　電話 282-1110

地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～

市町村、税務署、社会保険庁などを名乗り、
お金が戻ってくると誘って、手続きのためと
お金を振り込ませる電話

その電話、本物の
職員からですか？

還付金等詐欺　かも

その電話・その郵便物
大丈夫？

金融商品等取引名目
の詐欺　かも

必ず、家族や知人、警察に
相談しましょう！

未公開株や社債、金融商品のパンフレットが
届いたり、電話で投資や資金運用の話を持ち
かけられたら

被害にあわないために
　○　相手にしない
　○　話にのらない
　○　必ず相談する

もうけ話に
ご用心 !!

３ 月 の 納 税 等 夜 の 納 税 相 談

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }　  ⑩期
介護保険料
保　育　料 ３月分
下水道使用料 ２月分

納期限日（口座振替日）　平成27年３月31日（火）

毎月第２・第４水曜日

午後６時～午後８時

町税務課員が対応します。
※確定申告期間中はお休みさせていただきます。

（平成27年２月16日～３月16日）

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”
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　同和問題とは、部落差別にかかわる問題です。
封建社会の政治や経済の仕組みの中で、人為的に
つくりあげられた身分制度に由来するもので、居
住地や出身地を理由の差別され、特に職業選択の
自由、結婚の自由などの基本的人権が完全に保障
されていないという重大な問題です。

　今回は、くまもと学院（くまもと教育支援セン
ター）代表の砂岡憲喜（すなおかけんき）さんの
平成23年度のラジオ番組の内容を再構成してご
紹介します。

Q　同和問題の現状を教えてください

 A　県をはじめ、多くの市町村や学校で人権に関
する様々な取組みが行われています。そのこ
とにより、同和地区の環境改善や心理面での
差別意識の解消も随分と進んできたのではな
いかと思っています。

　　しかし、あからさまな差別的事象は少なくなっ
ているものの、依然として差別意識や差別的
事象はなくなっていないという気がしていま
す。

　　また、最近はインターネットでの差別的な書
き込みや、住宅用の土地取引を巡って同和地
区の物件でないか調べたり、取引を避けたり
する等の悪質な事例も起こっていると聞きま
す。

Q　同和問題がなくならないのはどうしてでしょう？

 A　非常に難しい問題ですね。以前から指摘され

ているとおり、同和問題が正しく理解されな
いまま、うわさとして伝わり、間違って理解
されているという点を見過ごすことはできな
いと思います。

　　また、同和問題を自分には関係ないことと感
じている人が未だ少なくないという現実もあ
るのでは、と考えています。

　　なにより大切なことは、同和問題を自分のこ
ととして捉え、不合理を正しくしていく、と
いう基本的な姿勢ではないでしょうか。

Q　砂岡さんの現在の活動を教えてください

 A　最後に務めた学校に通信課程がありましたが、
活動していない生徒が多く、気になっていま
した。

　　そこで定年退職後、広域通信制の代々木高校
と提携した『くまもと教育支援センター』を
開設しました。教員生活での同和教育・人権
教育との出会いがそうさせたのかもしれませ
んね。

　　これまで出会った若者の中には、自分の生ま
れ育ちに悩みながらも自ら考え、行動し、逞
しく成長していった若者がたくさんいます。
反面、そうでない若者も少なくありません。
その違いはどこにあるかというと、彼らにと
っての学びの場が、様々な内なる葛藤や矛盾
を乗り越える時空となり得ていたかどうか、
ということではないでしょうか。

　　今やっていることは、人権教育の実践そのも
のだと、私なりに考えています。
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同和問題について

（熊本県人権啓発資料より）

◎	

交
通
事
故
～
12
月
は
77
件
。
け
が
が

有
る
事
故
も
無
い
事
故
も
増
え
ま
し

た
。

◎	

刑
法
犯
～
乗
り
物
盗
（
自
転
車
盗
・

オ
ー
ト
バ
イ
盗
）
は
大
幅
減
少
で
す

が
、
車
上
狙
い
は
増
加
。

※	

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、

車
内
に
貴
重
品
な
ど
を
置
い
た
ま
ま

に
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 26年12月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H26.12 8 69 0 1 7 1 0 0

H26 累計 105 710 2 2 36 15 3 12

前年比 13 26 ± 0 ± 0 -11 5 -9 -11

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H26.12 23 237 1 1 7 5 1 3

H26 累計 276 2121 18 2 45 45 7 32

前年比 -58 -61 -3 -6 -24 -17 -22 -20

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署　電話 282-1110

地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～

市町村、税務署、社会保険庁などを名乗り、
お金が戻ってくると誘って、手続きのためと
お金を振り込ませる電話

その電話、本物の
職員からですか？

還付金等詐欺　かも

その電話・その郵便物
大丈夫？

金融商品等取引名目
の詐欺　かも

必ず、家族や知人、警察に
相談しましょう！

未公開株や社債、金融商品のパンフレットが
届いたり、電話で投資や資金運用の話を持ち
かけられたら

被害にあわないために
　○　相手にしない
　○　話にのらない
　○　必ず相談する

もうけ話に
ご用心 !!

３ 月 の 納 税 等 夜 の 納 税 相 談

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }　  ⑩期
介護保険料
保　育　料 ３月分
下水道使用料 ２月分

納期限日（口座振替日）　平成27年３月31日（火）

毎月第２・第４水曜日

午後６時～午後８時

町税務課員が対応します。
※確定申告期間中はお休みさせていただきます。

（平成27年２月16日～３月16日）

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”
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Happy New Year! 
　The	 end	 of	 the	 year	 was	 quite	 busy,	 but	 winter	
vacation	was	 so	much	 fun!	My	 friend	 from	America	
named	Cat	came	to	Japan	 for	 the	 first	 time,	and	we	
traveled	a	lot	together.	First	I	met	her	in	Tokyo.	We	
stayed	in	Ueno	and	did	lots	of	shopping	and	sightseeing.	
We	went	to	a	cat	cafe	in	Ikebukuro	and	a	maid	cafe	in	
Akihabara.	Since	we	don’t	really	have	either	of	these	
things	in	America	I	thought	it	was	a	very	interesting	
experience.	 We	 also	 went	 shopping	 in	 Shibuya	 and	
Harajuku.	 Harajuku	 and	 Yoyogi	 Koen	 are	 probably	
my	favorite	places	in	Tokyo,	so	I	was	happy	to	show	
them	to	my	friend!	
　On	 New	 Year’s	 Day	 we	 went	 to	 Meiji	 Jingu	 for	
Hatsumode.	It	was	my	first	time	experiencing	Japanese	
New	Year’s	as	well,	so	I	was	very	excited.	Both	Cat	
and	 I	 bought	Mamori	 at	 the	 shrine.	We	 don’t	 have	
traditions	like	buying	mamori	in	America,	so	we	were	
very	interested	to	find	out	more	about	that.	
　After	 Tokyo,	 we	 went	 to	 Chiba	 to	 stay	 with	 my	
friends	from	study	abroad.	It	was	so	much	fun	to	see	
them	again!	We	had	 lots	 of	 adventures	 and	went	 to	
karaoke.	After	Chiba,	we	said	goodbye	to	my	friends	
and	 went	 to	 Kyoto.	 There	 we	 went	 to	 my	 favorite	
shrine,	Fushimi	Inari	Taisha.	Since	it	was	Oshougatsu,	
there	were	 lots	of	people	there,	but	 it	was	still	very	
beautiful.	We	got	to	try	lots	of	food	from	the	stalls	and	
see	lots	of	people	in	traditional	dress.	We	also	went	to	
Yasaka	Shrine	in	Gion	and	the	Golden	Pavilion.	It	was	
my	first	time	seeing	the	Golden	Pavilion,	and	I	thought	
it	was	so	beautiful	and	peaceful!	I’m	glad	I	finally	got	
to	see	it.	

　After	all	that	traveling	Cat	and	I	came	back	to	Kumamoto,	and	I	got	to	show	her	around	my	new	
home.	We	went	to	Kumamoto	Castle	and	went	shopping	on	Shimotori	and	Kamitori.	We	also	ate	ba
sashi,	and	I	actually	thought	it	was	quite	delicious	even	though	I	don’t	usually	eat	meat!	I	even	got	
to	take	Cat	to	Nishi	Elementary	School.	She	was	very	happy	to	meet	my	students!	Soon	she	has	to	
return	to	America,	but	she’s	really	enjoyed	her	time	in	Japan.	As	for	me,	I	love	traveling	and	was	
very	happy	to	see	my	old	friends	in	Chiba,	but	I’m	glad	to	be	back	in	Kashima.	I	hope	you	all	have	
a	happy	new	year!

明けましておめでとう！
　年末は忙しかったですが、冬休みはとても楽しかっ
たです！アメリカ人の友達のキャットが初めて来日して、
私と旅行をしました。まず、東京で彼女に会いまし
た。上野で宿泊して、買い物をしたり、観光したりし
ました。池袋の猫カフェに行って、秋葉原のメイドカ
フェにも行きました。アメリカにそういったカフェがな
いので、面白い経験だったと思いました。渋谷、原
宿でもたくさん買い物をしました。原宿と代々木公園
は私が東京で一番好きな場所なので、友達に見せる
ことができて良かったです！
　１月１日には、初詣のために明治神宮へ行きました。
私も初詣を経験するのが初めてだったのでワクワクし
ていました。キャットとお守りを買いました。アメリカ
にそういった風習がないので、とても面白かったです。
　東京の後、千葉へ行って、留学していた時の友達
と泊まりました。彼らに再会できてとても楽しかった
です！一緒にいろいろな懐かしい場所へ行って、カラ
オケに行きました。千葉の後、京都に行きました。そ

こに私の一番好きな神社があります。伏見稲荷大社
です。お正月だったので、人が多かったですが、と
てもきれいでした。出店でたくさん食べ物を食べて、
伝統的な服を着ている人たちを大勢見ました。祇園
の八坂神社、金閣寺にも行きました。金閣寺を初め
て見て、きれいでのどかな場所だと思いました。やっ
と見に行けたので、良かったです。
　その旅行から、キャットと私は熊本に戻って、私
の住んでいる嘉島町を友達に案内しました。熊本城
へ行って、下通りと上通りで買い物をしました。そし
て馬刺を食べました。私は肉を食べませんが、美味
しいと思いました！西小学校にもキャットを連れて行
きました。キャットは、児童たちと知り合うことがで
きたので、とてもうれしがりました。キャットは、す
ぐアメリカに帰らなくてはいけませんが、日本滞在が
楽しめたようです。私は、旅行することが大好きで、
千葉の友達に会うことも楽しかったけれど、嘉島に
帰ってくると落ち着きます。皆さん、良いお年を！

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

京都の金閣寺で

「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

カレーポトフ
＜材料＞　　（２人分）
キャベツ １／８個
たまねぎ １／２個
にんじん １／２本
セロリ １／２本
じゃがいも １ １／２個
ベーコン（ブロック）75g
Ａ
 水 ２ １／２カップ
 白ワイン １／４カップ
 スープの素 小さじ２
 ローリエ １／２枚
カレー粉 大さじ１／２
塩・こしょう 適　宜
ブロッコリー ／８房

① キャベツは大きめのザク切り、たまねぎは８等分の
くし切りにする。にんじんは食べやすい大きさの拍
子切りにする。セロリは斜めに薄切りにし、ジャガ
イモは皮をむいて一口大にする。ベーコンは、幅１
cm、長さ３cm に切る。

② 鍋にＡと①を入れ、ふたをして中火で加熱する。沸
騰したら弱火にし、15 分ほど煮る。

③ ②にカレー粉を加え、塩、こしょうで味を調える。
小房に分けたブロッコリーを加え、１分煮る。

（エネルギー294kcal、塩分1.2g）

暖かいものを食べることで血行がよくなります。
またカレー粉には様々なスパイスが含まれているため、からだを
内側から温めてくれる作用があります。
野菜もたっぷり入れて風邪予防にもいいですよ♪

嘉島町食生活改善推進員協議会

カレーポトフでほっこり温かく

ゆで大豆とカブのマリネサラダ
＜材料＞　　　（２人分）
大豆（ゆで） 50g
ブロッコリー １／４個
カブ 80g
ラディッシュ 50g
キウイ 50g
Ａ
 レモン汁 大さじ１／２
 オリーブオイル 大さじ１
 塩 小さじ１／６
 こしょう 少々

①  ブ ロッコリ ー は 小 房 に 分 け て 塩 ゆ
で し 、カ ブ は 皮 を む き 、３ m m 厚 さ
の 櫛 形 に 切 る 。大 き け れ ば さら に
半 分 に 切 る 。

②  ラ ディッ シュ は４つ 割 り にし 、キ ウ
イは 皮 を む い て５m m 厚 さ の い ち
ょう 切 り に す る 。

③  ボ ウル に Ａを 合 わ せ、大 豆 、カ ブ、
キ ウ イを 和 えて 冷 蔵 庫 で 1 5 分 くら
い 冷 やし 、味 を なじ ま せる 。

　  ラ ディッ シュ 、ブ ロッコリ ー を 加 え
て 混 ぜ、器 に 盛 る 。

（ エ ネ ル ギ ー12 9 k c a l 、塩 分 0 . 5 g ）

☝今夜のおかずにもう一品♪

カレーポトフでほっこり温かく
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Happy New Year! 
　The	 end	 of	 the	 year	 was	 quite	 busy,	 but	 winter	
vacation	was	 so	much	 fun!	My	 friend	 from	America	
named	Cat	came	to	Japan	 for	 the	 first	 time,	and	we	
traveled	a	lot	together.	First	I	met	her	in	Tokyo.	We	
stayed	in	Ueno	and	did	lots	of	shopping	and	sightseeing.	
We	went	to	a	cat	cafe	in	Ikebukuro	and	a	maid	cafe	in	
Akihabara.	Since	we	don’t	really	have	either	of	these	
things	in	America	I	thought	it	was	a	very	interesting	
experience.	 We	 also	 went	 shopping	 in	 Shibuya	 and	
Harajuku.	 Harajuku	 and	 Yoyogi	 Koen	 are	 probably	
my	favorite	places	in	Tokyo,	so	I	was	happy	to	show	
them	to	my	friend!	
　On	 New	 Year’s	 Day	 we	 went	 to	 Meiji	 Jingu	 for	
Hatsumode.	It	was	my	first	time	experiencing	Japanese	
New	Year’s	as	well,	so	I	was	very	excited.	Both	Cat	
and	 I	 bought	Mamori	 at	 the	 shrine.	We	 don’t	 have	
traditions	like	buying	mamori	in	America,	so	we	were	
very	interested	to	find	out	more	about	that.	
　After	 Tokyo,	 we	 went	 to	 Chiba	 to	 stay	 with	 my	
friends	from	study	abroad.	It	was	so	much	fun	to	see	
them	again!	We	had	 lots	 of	 adventures	 and	went	 to	
karaoke.	After	Chiba,	we	said	goodbye	to	my	friends	
and	 went	 to	 Kyoto.	 There	 we	 went	 to	 my	 favorite	
shrine,	Fushimi	Inari	Taisha.	Since	it	was	Oshougatsu,	
there	were	 lots	of	people	there,	but	 it	was	still	very	
beautiful.	We	got	to	try	lots	of	food	from	the	stalls	and	
see	lots	of	people	in	traditional	dress.	We	also	went	to	
Yasaka	Shrine	in	Gion	and	the	Golden	Pavilion.	It	was	
my	first	time	seeing	the	Golden	Pavilion,	and	I	thought	
it	was	so	beautiful	and	peaceful!	I’m	glad	I	finally	got	
to	see	it.	

　After	all	that	traveling	Cat	and	I	came	back	to	Kumamoto,	and	I	got	to	show	her	around	my	new	
home.	We	went	to	Kumamoto	Castle	and	went	shopping	on	Shimotori	and	Kamitori.	We	also	ate	ba
sashi,	and	I	actually	thought	it	was	quite	delicious	even	though	I	don’t	usually	eat	meat!	I	even	got	
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明けましておめでとう！
　年末は忙しかったですが、冬休みはとても楽しかっ
たです！アメリカ人の友達のキャットが初めて来日して、
私と旅行をしました。まず、東京で彼女に会いまし
た。上野で宿泊して、買い物をしたり、観光したりし
ました。池袋の猫カフェに行って、秋葉原のメイドカ
フェにも行きました。アメリカにそういったカフェがな
いので、面白い経験だったと思いました。渋谷、原
宿でもたくさん買い物をしました。原宿と代々木公園
は私が東京で一番好きな場所なので、友達に見せる
ことができて良かったです！
　１月１日には、初詣のために明治神宮へ行きました。
私も初詣を経験するのが初めてだったのでワクワクし
ていました。キャットとお守りを買いました。アメリカ
にそういった風習がないので、とても面白かったです。
　東京の後、千葉へ行って、留学していた時の友達
と泊まりました。彼らに再会できてとても楽しかった
です！一緒にいろいろな懐かしい場所へ行って、カラ
オケに行きました。千葉の後、京都に行きました。そ

こに私の一番好きな神社があります。伏見稲荷大社
です。お正月だったので、人が多かったですが、と
てもきれいでした。出店でたくさん食べ物を食べて、
伝統的な服を着ている人たちを大勢見ました。祇園
の八坂神社、金閣寺にも行きました。金閣寺を初め
て見て、きれいでのどかな場所だと思いました。やっ
と見に行けたので、良かったです。
　その旅行から、キャットと私は熊本に戻って、私
の住んでいる嘉島町を友達に案内しました。熊本城
へ行って、下通りと上通りで買い物をしました。そし
て馬刺を食べました。私は肉を食べませんが、美味
しいと思いました！西小学校にもキャットを連れて行
きました。キャットは、児童たちと知り合うことがで
きたので、とてもうれしがりました。キャットは、す
ぐアメリカに帰らなくてはいけませんが、日本滞在が
楽しめたようです。私は、旅行することが大好きで、
千葉の友達に会うことも楽しかったけれど、嘉島に
帰ってくると落ち着きます。皆さん、良いお年を！

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

京都の金閣寺で

「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

カレーポトフ
＜材料＞　　（２人分）
キャベツ １／８個
たまねぎ １／２個
にんじん １／２本
セロリ １／２本
じゃがいも １ １／２個
ベーコン（ブロック）75g
Ａ
 水 ２ １／２カップ
 白ワイン １／４カップ
 スープの素 小さじ２
 ローリエ １／２枚
カレー粉 大さじ１／２
塩・こしょう 適　宜
ブロッコリー ／８房

① キャベツは大きめのザク切り、たまねぎは８等分の
くし切りにする。にんじんは食べやすい大きさの拍
子切りにする。セロリは斜めに薄切りにし、ジャガ
イモは皮をむいて一口大にする。ベーコンは、幅１
cm、長さ３cm に切る。

② 鍋にＡと①を入れ、ふたをして中火で加熱する。沸
騰したら弱火にし、15 分ほど煮る。

③ ②にカレー粉を加え、塩、こしょうで味を調える。
小房に分けたブロッコリーを加え、１分煮る。

（エネルギー294kcal、塩分1.2g）

暖かいものを食べることで血行がよくなります。
またカレー粉には様々なスパイスが含まれているため、からだを
内側から温めてくれる作用があります。
野菜もたっぷり入れて風邪予防にもいいですよ♪

嘉島町食生活改善推進員協議会

カレーポトフでほっこり温かく

ゆで大豆とカブのマリネサラダ
＜材料＞　　　（２人分）
大豆（ゆで） 50g
ブロッコリー １／４個
カブ 80g
ラディッシュ 50g
キウイ 50g
Ａ
 レモン汁 大さじ１／２
 オリーブオイル 大さじ１
 塩 小さじ１／６
 こしょう 少々

①  ブ ロッコリ ー は 小 房 に 分 け て 塩 ゆ
で し 、カ ブ は 皮 を む き 、３ m m 厚 さ
の 櫛 形 に 切 る 。大 き け れ ば さら に
半 分 に 切 る 。

②  ラ ディッ シュ は４つ 割 り にし 、キ ウ
イは 皮 を む い て５m m 厚 さ の い ち
ょう 切 り に す る 。

③  ボ ウル に Ａを 合 わ せ、大 豆 、カ ブ、
キ ウ イを 和 えて 冷 蔵 庫 で 1 5 分 くら
い 冷 やし 、味 を なじ ま せる 。

　  ラ ディッ シュ 、ブ ロッコリ ー を 加 え
て 混 ぜ、器 に 盛 る 。

（ エ ネ ル ギ ー12 9 k c a l 、塩 分 0 . 5 g ）

☝今夜のおかずにもう一品♪

カレーポトフでほっこり温かく
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5 日	・嘉島町役場仕事初めの式　庁内常会及び課長会議
	 ・上益城広域連合仕事初めの式
	 ・嘉島町社会福祉協議会仕事初めの式
	 ・熊本県町村会仕事初めの式
	 ・熊本県土地改良事業団体連合会仕事初めの式
	 ・熊本県庁訪問・熊本県共同募金会仕事初めの式
	 ・上益城郡町村会仕事初めの式
	 ・上益城地域振興局訪問
6日	・北甘木区嘱託員委嘱状交付式
	 ・自由民主党熊本県支部連合会訪問
7日	・河原律子氏絵画寄贈式・熊日・RKK新春交礼会
8日	・熊本県警発足 60 周年記念年頭視閲式
	 ・自由民主党熊本県支部連合会新春の集い
	 ・熊本県建設産業団体連合会名刺交換会
9日	・糸田堰土地改良区来庁応対・上島区老人会新年会
	 ・公明党新春交礼会
	 ・課長会議
	 ・町村会トップセミナー
	 ・町村会と県選出国会議員の意見交換会
11 日	・嘉島町成人式
13 日	・苓北町長選挙出陣式・上益城郡町長定例会議
	 ・自衛隊入隊募集相談員委嘱状交付式
14 日	・市町村経営基盤強化研究会・読売新聞取材応対
	 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対
	 ・熊本県中小企業団体中央会 2015年新春賀詞交歓会
15 日	・全日本同和会熊本県連合会来庁応対
	 ・嘉島町商工会との意見交換会
16 日	・上六嘉老人会新年会
	 ・八代平野北部土地改良区創立 50 周年記念祝賀会
17 日	・熊本県体育協会理事長会並びに国際・全国ス

ポーツ大会優勝祝
賀会

19 日	・課長会議・熊本県
市町村振興協会来
庁応対

	 ・サントリー㈱九州
熊本工場との意見
交換会

20 日	・農業信用基金協会
来庁応対

21 日	・嘉島町議会全員協
議会及び臨時議会

22 日	・全国町村会正副会
長会及び理事会

	 ・全国自治協会理事
会及び評議員会

23 日	・御船ライオンズクラブ来庁応対・NHK取材応対
24 日	・村﨑秀氏旭日双光章受章祝賀会
	 ・第 32 回熊日郡市対抗女子駅伝大会結団式
25 日	・第 32 回熊日郡市対抗女子駅伝大会反省会
26 日	・課長会議・西日本新聞社取材応対
	 ・上益城消防組合管理者会議
	 ・幼保連携型認定子ども園の調査審議部会
28 日	・熊本東税務署管内地区税務協議会総会
30 日	・熊本都市圏協議会

君がため
おしからざりし
命さへ

長くもがなと
思ひけるかな

永田　德子さん
（鯰）

津出　洋子さん（北甘木）
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き
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町
長
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政
を
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せ
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だ
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な
り
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し
た
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
町
長
に
な
り
た
て
の
28
年
前

は
、
純
農
村
で
水
害
常
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地
。
町
か
ら
の
合
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請

願
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熊
本
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会
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別
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員
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で
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に
な
り
ま
し
た
。
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と
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会
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く
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翌
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な
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島
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す
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）

　
平
成
27
年
１
月
20
日
現
在

一　

般　

寄　

付

　１月の
　　 町長の動き

荒木町長談

職員の出迎えを受けた当選後の初登庁

　
こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
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祉
協
議
会
に
「
地
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祉
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下
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。

　
ご
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、
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ご
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し
た
。
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（
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国際・全国スポーツ大会優勝
祝賀会で、橋本聖子参議院議
員（自由民主党 2020年オリ
ンピック・パラリンピック東
京大会実施本部長）と
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呑
み
込
み
ぬ
言
は
ぬ
が
好
か
ろ
う
要
ら
ぬ
節
介	

榊
原
レ
イ
子

な
な
巡
り
の
羊
と
こ
と
こ
や
っ
て
く
る
羊
は
背
に
幸
負
い
て
来
る	

立
石

　
　史

庭
に
生
る
柚
子
の
熟
れ
れ
ば
梯
子
か
け
小
屋
に
の
ぼ
り
て
嫁
は
ち
ぎ
り
ぬ	

津
出
ト
ヨ
子

友
一
人
今
年
ま
た
逝
き
一
と
せ
は
か
け
足
に
過
ぐ
ひ
い
ら
ぎ
香
る	

三
池

　淑
惠

鰹
節
削
る
夫
の
横
に
い
て
猫
が
片
手
を
浮
か
せ
て
ね
ら
う	

本
住

　晴
美

藤
本

　章
美
さ
ん
（
井
寺
）

　
引
き
続
き
、
町
長
と
し
て
町
政
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
町
長
に
な
り
た
て
の
28
年
前

は
、
純
農
村
で
水
害
常
襲
地
。
町
か
ら
の
合
併
請

願
は
熊
本
市
議
会
の
特
別
委
員
会
で
継
続
審
議
、

廃
案
に
な
り
ま
し
た
。

　「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
」
と
、

議
会
や
町
民
の
皆
さ
ん
、
町
職
員
と
知
恵
を
出
し

合
い
、
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
ま
と
め
た
の
は
、
そ

の
翌
年
で
し
た
。
水
害
の
な
い
町
、
買
い
物
が
で

き
る
町
、
清
ら
か
な
湧
水
を
活
か
し
た
企
業
誘
致

や
河
川
公
園
な
ど
、
当
時
は
夢
の
よ
う
な
構
想
で

し
た
が
、
今
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
今
期
は
当
面
の
目
標
と
し
て
「
人
口
１
万
人
」

を
掲
げ
ま
し
た
。
課
題
は
山
積
で
す
。
町
を
挙
げ

て
の
「
チ
ー
ム
嘉
島
」
で
一
層
の
発
展
、
飛
躍
を

目
指
し
ま
す
。

意

輪

　
大
倉
　
清
司
　
様
（
上
島
）

　
平
成
27
年
１
月
20
日
現
在

一　

般　

寄　

付

　１月の
　　 町長の動き

荒木町長談

職員の出迎えを受けた当選後の初登庁

　
こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下

さ
い
。」
と
香
典
返
し
に
代
え
て

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
櫛
村
　
隆
則
　
様
（
御
船
町
）

　
　
　
亡
　
マ
ス
子
　
様

　
岩
﨑
　
勝
子
　
様
（
上
六
嘉
）

　
　
　
亡
　
一
夫
　
様

　
國
定
　
朝
博
　
様
（
下
六
嘉
）

　
　
　
亡
　
朝
一
　
様

　
野
村
　
武
廣
　
様
（
犬
渕
）

　
　
　
亡
　
定
雄
　
様

　
田
上
　
レ
イ
子
　
様
（
鯰
）

　
　
　
亡
　
保
　
様

国際・全国スポーツ大会優勝
祝賀会で、橋本聖子参議院議
員（自由民主党 2020年オリ
ンピック・パラリンピック東
京大会実施本部長）と



２月 15 日（日） さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
  ☎２３７－４１３３
２月 22 日（日） 榊田外科医院（御船町）
  ☎２８２－６３６３
３月１日（日） 藤岡医院（御船町）
  ☎２８２－０４０５
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
３月８日（日） 西村病院（嘉島町）
  ☎２３７－１５５１
３月 15 日（日） 熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３
３月 21 日（土・祭）御船クリニック（御船町）
  ☎２８２－０１０６
３月 22 日（日） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６

発行所 嘉島町
発行人 荒 木 泰 臣

http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/i/

発行日　平成27年２月13日

嘉島町の人口動態
平成27年１ 月31日現在

（前月比）

人   口 9,116 人　

　男　　 4,391 人　

　女　　 4,725 人

世帯数　 3,352 世帯　（＋ ２）

  

  

  

  
 
  

  

  

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

一歳になりました☆彡

ご両親：上野和哉さん・裕美さん（鯰）

広報かしま2015.2

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に楽しみながら活動されるているグループや個人を
紹介します。掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。
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　今
年
の
成
人
式
は
場
所
を
新
た
に
町

民
会
館
ホ
ー
ル
で
の
開
催
で
し
た
が
、

華
や
か
着
物
姿
と
若
干
初
々
し
さ
の
残

る
新
成
人
を
見
て
い
る
と
20
年
前
の
記

憶
が
一
瞬
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。
が
、
す

ぐ
に
２
度
目
の
成
人
を
迎
え
た
現
実
に
。

大
き
な
厄
が
訪
れ
な
い
よ
う
に
体
調
管

理
に
努
め
な
が
ら
当
面
３
年
間
を
凌
ぎ

き
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

（
係
）

　上六嘉中郡地区の皆さん。毎年正月のどんどやの時に上組と下組に分かれて綱引きをしています。今
年は１月11日。「ワッショイ！ワッショイ！」の掛け声で大人から子ども、じいちゃんばあちゃんも、家族
総出で縄を引き合いました。３回勝負の結果は、２勝１敗で上組の勝ち。勝った組だけにご利益がある
訳でもなく、仲睦まじい愛郷会の方々でした。

　（－ ９）

　（＋ ５）

　（－ ４）

上
野

　壱輝
（
い
っ
き
）
く
ん
（
右
）

平
成
25
年
11
月
30
日
生

ワッショイ！
ワッショイ！

ワッショイ!!
ワッショイ!!




